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令和６年 12 月１日（日）

　10:30 ～　東京大学復興デザインスタジオ　まち歩きツアー

　　　　　　前半：建築景観パート、後半：防災パート

　13:00 ～　開会あいさつ　   　　　　　　　　  宇和島市長　岡原  文彰

　13:05 ～　基調講演　　『岩松のこれからと伝建制度』

工学院大学理事長　後藤　治

　13:35 ～　事例報告　　『岩松の町並みのあらまし』

　  　　   宇和島市教育委員会　西澤  昌平

　13:50 ～　学習発表　

宇和島市立岩松小学校

宇和島市立津島中学校

愛媛県立宇和島東高等学校津島分校

休憩

　14:30 ～　パネルディスカッション

　　　　　　コーディネーター　　　　  愛媛大学名誉教授　曲田  清維

パネリスト　　　　　　　　　　　　　　　　　後藤　治

　　　　　　　  文化庁文化財第二課　村上  玲奈

　　　　　　　　 　 高知工業高等専門学校准教授　北山  めぐみ

 NPO harmoni ～ハルモニ～　代表　松岡　あや

岡原  文彰

西澤  昌平

　16:00　　閉会

シンポジウム
プログラム

伝建地区
まち歩き

【開催記録】
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【主催者あいさつ】

　　　　　　　宇和島市長　岡原 文彰

　改めまして、みなさん、こんにちは。

　本日は、天気の良い中を本シンポジ

ウムにお越しくださいまして、本当に

ありがとうございます。

　令和６年、あっという間に過ぎまし

て、あと残すところ１ヶ月となったと

ころです。この１年を振り返ります

と、能登半島地震で始まり、宇和島で

も地震がありました。そして、夏には

オリンピック・パラリンピックでメダ

ルラッシュ、大谷選手の話もあろうか

と思います。いろんな意味で印象深い

１年だったと思いますけれども、同じ

約１年で申し上げますと、やはりこの

重伝建、選定されてから１年が経過し

ようとしているところでございます。

　旧津島町からスタートした主要な取

り組みとして、やすらぎの里と岩松の

町並み保存などがあったとお聞きして

いるところでございます。長きにわた

り、選定に向けた動きが、十分ではな

かったことはあったのだと思います。

私も市長を拝任してから１年目に、何

とかこの地域の誇るべき文化を残して

いきたいということで、岩松守ろう会

の皆様方とともにこれから活動しよう

としていたときに、平成 30 年７月豪

雨の災害で、また足踏みをすることに

なりました。

　ただ、お集りいただいた津島町の皆

様方の熱意のもと、また諸先生方、い

ろんな導きもありながら、約１年前に

選定を受けることができました。この

ことで生まれた機運を、単なる選定で

終わるだけではなく、岩松、そして津

島町の起爆剤としてこれからも大い

に、「ここに岩松ありき」という流れ

を作っていこうという中での開催でご

ざいます。

　今日は諸先生方の様々なお話もそう

ですけれども、パネリストの皆様方の

お話をお聞きして、次なる一歩を歩む、

そのきっかけにしていきたいと考えて

いる次第でございますので、皆様方の

さらなるご協力をよろしくお願い申し

上げます。

　結びになりますけれども、このシン

ポジウムが、皆さまにとりまして、と

もに歩んでいく一つのきっかけとなり

ますことを心から祈念申し上げまし

て、私のごあいさつとさせていただき

ます。

　それでは皆さん、よろしくお願いし

ます。ありがとうございました。
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【基調講演】

岩松のこれからと伝建制度

工学院大学理事長 後藤　治

　ただいま紹介いただきました工学院大学の後

藤と申します。

　今日は「岩松のこれからと伝建制度」という

タイトルなんですけれども、制度の話は、この

後のパネルディスカッションで、文化庁の村上

調査官が話していただけるので、岩松のこれか

らを少し考え、話をしたいと思っています。

　あまり堅くなく、岩松とか宇和島でも「とっ

ぽ話」というそうですけれど、今日はそんなも

のだと思って聞いていただければと思います。

　実は私は、ルーツは、母親が愛媛県越智郡朝

倉村というところになりまして、今、今治市に

合併されてしまいましたが。母親の里では「とっ

ぽ話」という言い方はしないんですね。そうい

う話が大好きなんですけども、親からは「この

子はしゃがばあ言いよ」というふうに言われて

おりましたけれども、そんな話だと思って聞い

てください。

　紹介にもありましたけども、全国の伝統的建

造物群保存地区に色々と関わっています。長野

市戸隠と、岐阜県郡上市八幡は会長をしてます。

防災だけで関わったところ、計画策定に関わっ

たところ、あと歴まちとか建築基準法除外条例、

堅い話をしようとすると、岩松もこれから、歴

史まちづくり法に基づく歴まち制度を導入した

り、建築基準法の適用除外条例を作って、いろ

んな面で国からの支援とか規制緩和とかをやっ

てった方がいいですよという話になりますけれ

ども、今日はその話は終わりにして、とっぽ話

に移りたいと思います。

　実はかつて 2017 年 12 月５日に、「歴史と文

化が地域を元気にする」というタイトルでお話

をしました。今日も同じように、伝建制度を導

入してまちづくりをやると地域が元気になる

よ、という話です。

　重要伝統的建造物群保存地区の選定っていう

のは、まちづくりの第一歩に過ぎなくて、所詮

制度は道具に過ぎません。文化財保存のために

伝建地区をやるんじゃないんですよね。地域に

とって、この制度を使ってまちづくりをやると、

地域が元気になるからやるんですよ。そうじゃ



6

なかったらやる必要もないしやめた方がいいで

すね。

　伝建制度があることによって、町に訪れてく

れる人が増えて、そこで暮らし、生
なりわい

業が成り立っ

て、地域が元気になる、これが短期的な目標で

すけれども、中期的には風景がどんどん良く

なって、岩松で暮らしてるっていうこと―生活

環境が良い町並みで豊かな暮らしができてると

いうことが、皆さんで実感できるようになって、

誇りが持てる地域になるので、自然とＩターン

やＵターンの人がしっかり集まってくる。そん

なところが、中長期的な目標なんじゃないかな

と思うわけです。このために、使いやすい、こ

れを応援してくれる制度だから、伝建制度を導

入してまちづくりをやろうということなんです

ね。

　一方で、良いことがあるかわりに、規制があ

るんですね。この規制を読んで説明するのも、

頭が痛くなって嫌になるから、読まなくていい

です。町並みで規制があってというんですけど、

頭を切り替える。

　規制っていうのは、規制って言うから何か嫌

な感じになるんですね。地域の住環境を守る

ルール。それが、規制。保存は時間を止めるこ

とではなくて、地域の住環境を整えるやり方の

一つ。良好な住環境が生まれると地域の価値は

高まります。地域の価値が高まると、観光とか

来訪者が訪れたり、人気の町になります。人気

がある町、観光とか来訪者が多い町は、そこに

訪れた人がこの町住んでみたいな、暮らして

みたいなと思うような町になるということです

ね。

　ルールのある地区は、地価も高いと書いてあ

るんですけども、本当かなと思うでしょう。規

制があると何となく価値が下がって地価が下が

るんじゃないかって、よく言われるんです。

　そんなことないんですよ。

　別荘地、考えてほしい。軽井沢の別荘地は、

規制が厳しいけれど価値が下がってないんです

よ。なぜならば、変な家が隣に建たないから。

　皆さんのところだってそうでしょう。地域の

ルールを守って、地域に合った家で集落ができ

て、変な人が入ってこない。だからこそ、暮ら

しやすい、住みやすいってことになるわけで、

そういうために住環境を良くしてこうっていう

ことです。

　住環境を良くするためのツールとして、家の

修繕なんかに補助があるっていうことなんです

が、もうちょっと見方を広げると、空家や空店

舗の改修に国から補助があるんですよ。空家や

空店舗の改修に国から補助のある制度って、本

当に少ないです。

　伝建の制度っていうのは、空家だろうと住ん

でようと、ちゃんと補助がある。珍しくそうい

うものに補助が出る仕組み、でもあるんですね。

　これからのまちづくりに向けて、規制をルー

ルと読みかえるのと同じで、皆さんの常識を

疑って、発想を転換してみましょうということ

なんですね。

　否定のまちづくりから肯定・評価のまちづく

り、ですね。

　大体、私なんかもそうですけど、日頃暮らし

てると、文句ばっかり言ってる。大体だめ出し

と文句ばっかり言ってて、否定のまちづくり、

否定ばっかりしてるわけですよ。これをちょっ

と切り換えて、言い方を変えて肯定的に評価を

する。子供も叱ってばっかりいると伸びないん

ですよ。褒めて良いところを伸ばさないと伸び

ない。町も一緒です。

　まず、古くて汚い。これはどういう風に言い

換えられるでしょう。これを言い換えてみたら、

肯定のまちづくりになります。

　古くて汚い家は、レトロで味のある家って言

い換えられます。

　耐震強度が不足した危ない建物。･･･ 補強し

て直せば使える建物。

　全然違いますよね。

　なんか耐震強度が不足して危ないって言った

ら、すぐ壊さなきゃなんないみたいに思っちゃ

いますけど、補強して直せば使えるって言えば、

使える建物になる。

　さらには、人間も同じですね。長所と短所は

紙一重ですよ。神経質で口うるさい人が、きめ

細やかで几帳面な人ってなったら良い人になっ

ちゃいますからね。それと同じ。常に駄目なこ

とじゃなくて良いように言い換える。

　狭くて車が通れない路地。これは何か。･･･

老人・子供が安全に歩き遊べる道ですよ。

　岩松のあたり、道が狭くて緊急自動車が家の

前に来れないとかって言ってる人がいるかもし

れない。そんな大したことないですよ。ストレッ

チャー持って走ればいいだけですから。数分も
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違わないですよ。

　家がなくなってしまった空地、これは何か。

･･･ 防災用の火除け地、貴重な広場って考える

んです。

　20 年前には、岩松の人たちは出て行ってた

んですよ。自分の家には、町屋が立ち並んで空

地と広場が無いって言っていたんですよ。それ

が最近、家がなくなって、空地と駐車場が多く

なってくると、空地になって寂しいって。人間

勝手なもんですよね。そんなもんですよ。だか

ら、切り換えて、使える場所だって思うだけで、

全然まちづくりが変わってくるわけです。

　だから今、岩松で、家がなくなってしまって

空地になってるところも、何か貴重な使い方が

あるはずなんですね。そう思って、まちづくり

を考えることがとても大事です。

　そういう点で、岩松を褒めて伸ばしていきた

いところって何かなぁというと、まずは、重要

伝統的建造物群保存地区になった理由にも掲げ

られているところですが、川と山に挟まれて、

美しい町並みの風景が見えるというとこです

ね。

　そういう意味では、道路の向こうから川を挟

んで見える、ずらっと並んでる町並み、そこが

いい感じだなと思えるように、今でもいい感じ

なんだけど、それをさらに伸ばしていくという

ことが大事だと思います。

　またその川では、今、川港の雰囲気が若干薄

れてますけども、川港が開かれて、物流の拠点

でもあったということで、船の１艘２艘止まっ

ていると、全然雰囲気が違います。そういうこ

ともあったらいいんじゃないかなと思います。

　それから、多様な建物で構成されている町並

みで、その中でも、２階座敷に傾斜を持った、

船底天井があるお座敷なんかも特徴的で、そう

いうところは大事にしていきたいですね。

　それから、民間の手で発展・開拓されてきた

町並み。

　宇和島藩に属してたわけですけれども、岩松

の町場の開発だとか、川港の開発だとか、岩松

川の付け替えとかは、みんな、町の資本でやっ

た。ここはすごい。藩が主導してやったわけじゃ

ない。

　そういう意味では、これからの岩松のまちづ

くりも、行政主導じゃなくて、市民の力で地域

を盛り上げていって欲しいなと思うわけです。

　そういうものの面影を残すおうちなんかも、

小西家の色ガラスはじめ、いろいろ残っている

ということがあります。

　その他、これがいいですね。私の母の里の越

智郡もそうなんですが、愛媛県は本当、温暖で

災害が少ないですね。今日、高知から北山先生

が来てますけど、高知県はもうしょっちゅう台

風が来るんですけど、愛媛は高知のような被害

はないですよね。だからこういう温暖で災害が

少なくて、豊かなせいで、はっきり言うと、お

気楽でのんびりしてるっていうですね、うちの

親なんかもそうでしたね。めちゃめちゃ気楽で

すね。そういう人が集まってると、「てんやわ

んや」の里になっちゃうんですかね。

　これが岩松の特徴で、市の担当の人から、い

ろんな町に住んでる人はじめ、岩松でいろんな

人に会いますけれども、てんやわんやの小説に

出てくるキャラクターそのものですね、皆さん。

ぜひ、あれを現代版でリメイクしてほしいなと

思ってるんですけども。

　そういう、人に魅力があるっていうのも、岩

松の特徴だと思います。

　一方ですね、Ｅ県Ｕ市、どこだろうっていう

感じですけれども、ここには課題山積。少子高
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齢化で、過疎化が進んでいて、人口がどんどん

減ってる。そうなると、空家や空店舗が増加し

ていって、商店街はシャッター通りになって、

もしかすると、学校や病院や郵便局もなくなる

かもしれない。

　さらに周辺の農山漁村では、人口が減って、

限界集落みたいな状況も生まれてきている。こ

れが非常に課題。こういうときに、20 世紀、

10 年前ぐらい前までは、これどうしようとい

う、必ずこれの表裏の言葉で、地方に仕事がな

いって言ってたんですけども、最近そうでしょ

うか。

　地方に、仕事はあるんです。

　皆さんの周り見てください。空店舗って書い

て店をやめたり、家業をやめたりしてる家があ

るんだけど、そこは商売が成り立たなくてやめ

てるんじゃなくて、後継ぎがいなくてやめてる

ところが結構あるんですよ。だから、事業を承

継する誰かがいれば、その業は続いているだろ

うし、その事業を承継する事業の求人っていう

仕事があるんです。

　この元気のない、否定のまちづくりというか、

悪いことが続いてるせいで、続けられるものを

やめてしまって、よそに全部需要を取られてる。

これが今の、地方の現状なんですね。

　こういう負のスパイラルに陥らないように、

国や地方公共団体では、人口はすぐに増えない

ので、観光とかに注目をして、交流人口を増や

しましょうということを言い出し始めていま

す。これがこのマイナスのスパイラルをプラス

に戻すきっかけになるんですね。

　観光の中でも、近年は外国人、インバウンド

で、人が来てるんですね。宇和島と岩松はどう

でしょう。まだまだきてないと思うんですけれ

ども、やりようによっては、観光とかインバウ

ンド、外国人が来るというのは目の前にあると

思います。

　特に、インバウンドの外国人に、町並みとか

景観は非常に高い人気を誇っています。そうい

う意味では、岩松に限らずですね、遊子の段畑

も含めて、宇和島市は、この町並み景観にすば

らしい資源があるわけですから、ここを一つの

きっかけにしない手はないんじゃないかという

ことが言えるわけですね。

　そういうことで、国選定は、まちづくりのス

タートなんですけども、国に選定されると、認

知度知名度は圧倒的に向上します。なぜかとい

うと、地図とか道路標識に表示してくれるんで

すよ。例えば、高速道路とかで配布している道

路地図に載ってたり。国選定の町並みになると、

ちゃんと表示してくれます。その地図に必ず載

せてもらえる。だから宣伝費ゼロで、時には国

道の看板に「町並み」と、書いてくれたりする

んです。この効果は絶大です。そういう効果が

あって、来街者は絶対増えます。

　さらには、国から補助金が出て、市が補助を

もらいながら、修理・修景っていうのが進んで、

風景が良くなっていって、先ほど言ったみたい

に、空家や空店舗の対策もできるようになって

きます。

　だからといって、これで成功するかって言え

ばそんな甘いもんじゃない。

　国選定の町並み保存地区すべてがみんなそう

やって賑わっているかっていうと、そんなこと

はない。成功してる町と、そうでもない町に別

れる。

　では何がその成功と、そうじゃないのを分けて

いるのかっていうことですね。大事なことは、古

い建物と町並みが良いだけじゃ、人は２回来てく

れないってことなんですよ。風景がいいだけじゃ、

１回来たら見て終わりになっちゃうんで。１回来

た人が、この町にもう１回来たいなと思ってもら

わなきゃ駄目ですね。もしくは自分が見に来たら、

友達を連れてもう１回来ようと思ってもらわない

と、駄目ですね。そういう再度訪れたくなる町に

なるためには、何が大事か。

　まず一つは、見所を増やす。

　見所を増やすって言うときに、たくさん見る

場所があるっていうのが、普通に思い浮かぶで

しょ、それだけじゃないんですよ。

　「ちら見」

　今日はここまでしか見れないけど、12 月に

はこっちが見れる、みたいなですね、ちら見が

大事ですね。

町
まちなか

中で公開家屋があるとしたら、365 日開け

てたら駄目なんです。冬しか開かない家とかで

すね。そういう、今日残念でしたね次来たとき

はこれ開いてるかもしれないっていう。こうい

うことも大事なんですよ。たくさん見所があれ

ばですね、そういうこともできる。

　あと、特別公開。皆さんも、京都のお寺。あ

る時期に特別公開やると、ワーッとみんな押し
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寄せる。あれをヒントにしないと駄目です。京

都、いつでもお寺はあるんですよ。でも、特別

公開の時にしか見れないところがあると、もう

１回みんな行くわけです。これも大事ですね。

あとそういうところの一つに、特別公開含めて、

イベントですね。

　岩松の人は、どぶろく祭りみたいにね、結構

イベント大好きで、やってますから、そういう

意味では、結構、そういうチャンスが増えるか

もしれない。

　こういう見どころをふやしたり、イベントの

参考になるのは、ディテールですね。建物でも

細かいところ、人物や事件なんかへの注目です

ね。獅子文六に注目したって良いし、「てんや

わんや」の人物に注目したって良いですね。「て

んやわんや」の主人公はそこに行ったら会える、

みたいなことがあったらいいんじゃないかなと

思うんですけども。

　それからもう一つは、建物とか町並みはハー

ドなので、ソフトの部分を充実するということ。

よく言われるのは飲食の充実ですね。

　美味いものがあれば人は２回３回食いに来

る。逆に、私が関わってる町並みなんかそうな

んですけども、町並みを見に来る人と、食べ物

食べに来る人が、両方の客層がいるんです。

　これはね、結構、波長が一致してですね、美

味いもの食べに来た人は、古い町並みとか、そ

ういう雰囲気の中で食べるとより美味しく感じ

る。食べ物を食べたついでに町並みが見れたっ

ていうのが、非常に喜びになるので、その食堂

とかレストランに、もう 1 回人を連れて来よ

うって、必ず思うんです。

　それから古い建物が好きな人は、町に滞在時

間が長いんで、その町で、何か食べる物ないか

なって、その名物みたいなものを探しますが、

名物がない町はがっかりして、いまいちだった

ね、みたいな話になるんです。名物があると、

必ず食べて行きますから、これは両方とものシ

ナジー効果。お互いでプラスになり合う効果が

ある。

　この関係はですね、岩松だけで考える必要な

いんですね。宇和島と岩松でもいいですし、岩

松と周辺の、私は漁村や農村と繋がるべきだと

思ってますけども、お互いでこういう関係を築

いていくっていうことも大事だと思います。特

に周辺の区域との連携ができると、滞在時間が

長くなるので、飲食・宿泊はますます需要が高

まる。

　宿泊が分かりやすい。早朝か深夜に、行事が

あったら、絶対誰か泊まるんですよ。ホテルが

なくたって、キャンプして泊まるんですよね。

　アメリカのワールドシリーズ、テキサスなん

かの、何もないところの球場でやってても、そ

のときだけみんなテント張って泊まってる。朝

晩に来たくなる理由があるっていうことが結

構、大事ですね。

　それを成功させてる農村集落の代表が、兵庫

県の丹波篠山に、集落丸山っていうところがあ

る。これは本当に有名な集落で、この風景の、

８割がた空家になっちゃって、田んぼも８割が

たが休耕田になってた。もう２、３軒だけが暮

らすだけの集落になってた。そこに、若い人が

入ってきて、シェフが入ってきて、イタリアン

かなんかのレストランを１個作って、その近所

の農家の娘さんがＵターンで戻ってきて、空家

利用の宿泊施設を作って、それが非常に当たっ

て、次にそれが当たったことによって、そのシェ

フと宿泊施設に、ここで採れたての野菜を提供

するための農耕をして、やりたいという若者が

入ってきて、さらには、今では、休耕田を使っ
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て、都会の人が週末に、農業の体験に作るとこ

ろまでやっていて、今やこの集落の中に、空家

は、たったの２軒になってて、休耕田はゼロに

なった。そのぐらい、限界集落が非常に見事に

復活した事例です。

　何でそんなに成功したかっていうと、大都市

から丹波篠山って、神戸とか大阪から、１時間

から１時間半ぐらい、２時間かかんないぐらい

で来れる。宇和島だと、松山から１時間半ぐら

いで来るんですよ。似たような状況ですよ。そ

こでこういう成功が生まれているわけです。

　同じようにですね、私が関わってる長野の戸

隠というところの伝統的建造物群保存地区です

が、ここはね、戸隠神社の茅葺きの建物があっ

たり、これお寺の建物に見えますけども、これ

宿坊で、元お寺なんですけども、戸隠神社は神

仏習合の神様で、そこの関係していたお寺の

院
い ん げ

家が、みんな宿坊になったりしてるんです。

茅葺きの結構大きな建物がたくさんあって、そ

れが宿泊施設を営んでいるような町並みなんで

す。これを市が、町並み保存地区で何とかしよ

うっていうことで今茅葺きの修復なんかがたく

さん入っています。

　この戸隠、なんで人気があるかっていうと、

蕎麦。戸隠と言えば蕎麦。蕎麦だけじゃなくて、

この盛り付けが美しいざるを、皆さん、竹細工

で作っていて、竹細工も名物。雰囲気が良くて、

蕎麦食べに何度も訪れに来てくれるっていうの

が、大事なところです。

　そうやって茅葺の仕事が増えてくると、渡辺

拓也さんっていう方が、それまで、別の場所で

仕事をしてたんですけれども、戸隠の中に奥さ

んと子供連れて移住してくれて、自分の家も茅

で葺いて、今その自分の家で、宿泊施設を奥さ

んが営んでいるということで、人口も増えてで

すね、しっかりその町並み保存に補助金を市が

出してる投資が、ちゃんと地域の生業を作るっ

ていうことで、住民を増やすっていうことに

しっかりと返ってきているんですね。そんな事

例です。

　ということで、飲食とか宿泊が充実するとで

すね、飲食店経営者と協業出来たり、宿泊業経

営者と従業員という形で、こういう形で当然、

雇用が生まれてくるんですが、大事なのは、昔

ながらの言い方をすると、女将さんとか、飲食

店だと食堂の親父さんとかってなっちゃうんで

すけど、これはシェフっていうと、かっこいい

じゃないですか。パン屋さんをベーカリーって

言うとかっこよくなる。

　発想の転換でね、この篠山の集落を仕掛けた

方とよく話してるのは、昔町にあった商店街で

あったような商売は、すべてアーティストの経

営だと。昔、働いていることを生業って言うの

は、すべて、生きざまを、なりわい＝アーティ

ストというふうに考えると、全然まちの誇りが

変わってくるんです。

　花屋さん、パン屋さん、食堂、床屋さん。

　床屋なんかヘアメイクアーティストって言っ

ちゃったらアーティストになっちゃうんですけ

どね。これ床屋って言った瞬間にただの親父に

なっちゃって、全然面白いですね。

　皆さん町の生業をアーティストだと思った方

がいいんじゃないかなと思うわけです。特に飲

食や宿泊は、食材と結びついてるし、清掃とか

そういうもので、パートの仕事なんかも生まれ

たりするということで、さらにこの古民家を改

装する工務店職員さんたちの仕事も生まれるっ

てことで、地域の生業と経済循環のエンジンに

なっているんです。

　飲食とか宿泊とか、食材提供とかそういうも

のを、なるべく高付加価値型産業にするってい

うのがこれからのキーワードで、そういうとき

に、古い建物や町並みっていうのが器だと、付

加価値が増すわけです。

　どうしても、古い建物とか民家もお金がかか

るんだけど、逆に 20 世紀型の、大量生産の安

いものをばらまくものには向かないわけです。

高付加価値型の産業。アーティストが、普通の

お店をやってるという感じにならないと駄目な

んじゃないかなと思います。

　ということで考えると、岩松は付加価値いっ

ぱいありますね。シロウオ（しらうお）があっ

て、大ウナギがあって、大ウナギ今なかなか捕

れないかもしれないんですけども、天然のウナ

ギが捕れる、これは相当レアですよ。天然のウ

ナギ。滅多に捕れなくてもいいんですよ。今日

は養殖しかありません、でも今度来たときは天

然が捕れてるかもしれませんと思うと３回くら

いチャレンジするかもしれないですね。あと、

海苔。海苔はね、醤油、味噌、酒と関係してま

すからね。

　西﨑さんがいるからお世辞で言ってるわけ
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じゃなくて、醤油が残ってるってすごいことな

んですよ、ほんとに。今醤油が一番危ない。味

噌、酒、醤油の中で。醤油なくしちゃった町っ

てたくさんあるんですよ。そうすると、みんな

キッコーマンになっちゃう。

　いや、キッコーマンも醤油って呼んでるけど

キッコーマンはキッコーマンですから。全国同

じ一律の味になっちゃう。地元で作ってる醤油

があるっていうことこそが、やっぱり地元の味

の理由になるわけで、すごい価値なんです。

　地元の料理は地元の醤油と、地元の水と地元

のものを使って作る。そういうところにこだ

わって徹底していかないと、駄目。

　この岩松の町の近くだけでもこれだけ魅力が

あるんだけど、旧津島町の中に広げると、海岸

部には、養殖をやっている。それから、山間部

に行くと、てんやわんやで桃源郷だと書かれた

ような農村が残っていて、そういうものを集め

てきて、食材で提供するだけでも、すごい価値

じゃないですか。

　あとこないだ宇和島に来たときに、真珠が食

べられるそうですね。私は食べてみたいなあと

思いますよね。

　そんなものは相当レアですよ。そういうのを

ね、輸出しちゃ駄目ですよね。ここにしかない、

ここに来なきゃ食えない。そうやるとみんな来

るんですから、簡単に輸出しちゃ駄目ですよね。

　あと、プラスアルファで、南楽園とかやすら

ぎの里ですよね。こういうものもありますけど、

道の駅なんかどこにでもありますから。道の駅

で、何でも出しちゃ駄目ですよ。そうすると道

の駅だけでみんな帰っちゃいますからね。

　道の駅に行ったら、これの一番いいものは「こ

こでは売ってません」って言ってもらわなきゃ

駄目なんですよね。その辺がもう、さっきの「ち

ら見せ」。チラッと見せてね、本物はやっぱり

ちゃんと町に行きなさいと、そういう戦略が大

事ですね。

　というところで、大体時間になってきたので、

最後にですね、私のルーツ、先ほど言いました。

番地を書かなくても郵便がみんな大字古谷で届

いちゃってた。そんなところなんです。私の母

親は亡くなっていますけども、宇和島には来た

ことがなかった。

　私の母親の中では宇和町が南限。宇和島は遠

い国だったんですよ、ほんとに。だから愛媛の

北の方から、人を呼べる。南予と東予は別の国

なんです。でね、その証拠が鯛めしが違うんで

す。

　もう今や、松山の鯛めしが全部宇和島の鯛め

しになっちゃう。これまずいよね本当に。まず

いって美味くないっていうんじゃないよ。

　宇和島、気楽に物を輸出しすぎです。宇和島

に来ないと食えないっていう格好にしないと、

今や宇和島の鯛めしが愛媛の全部の鯛めしだと

みんな思ってますからね。逆に松山で昔食って

た、鯛の白身でほぐした鯛めしがなんか逆に懐

かしいねって感じに今なっちゃってる。

　南予にしかないものこそ貴重で、宇和島は松

山からの日帰り観光圏で、愛媛県、もうちょっ

と宇和島に税金出してもいいと思うのにね。

　なんでかっていうと、愛媛の名物と称してる

ものは、相当宇和島出自が多いんじゃないです

か。

　じゃこ天。今治じゃこ天は無いです。知って

ます？じゃこ天は今治に無いですよ。今は売っ

てますけど、我々が子供のころじゃこ天なんて

言い方してないんです。じゃこ天の名前はこっ

ちですよ、絶対。

　それからね、鯛めしもそうでしょう。愛媛み

かんもそうですよ。温州みかん、今治でほとん

ど採れないですよ。松山だって今、温州みかん

は採れないんですよ。ほとんど南予で採ってる

んですよ。

　みんなそれが、愛媛名物と称して、宇和島名

物じゃない。損してると思いません。全部宇和

島名物じゃないですか。

　秋田県も似ています。きりたんぽとか稲庭う

どんとか、秋田名物って言ってるけど、秋田市

ではない。大館とか、稲庭なんか地名なんです

よ。どこの地方も、意外にそうやって損してる。

　そこをやっぱり、オリジナルに来ないと、味

わえない、楽しめないっていうところを作って

いくと、何度も何度も訪れたい町になるんじゃ

ないかなというところで私の話は、終わりにさ

せていただきます。

　ご清聴どうもありがとうございました。
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【事例報告】

岩松の町並みのあらまし

宇和島市教育委員会　西澤 昌平

　皆さん、こんにちは。宇和島市教育委員会文

化・スポーツ課の西澤と申します。これから少

しの時間ですけれども、岩松の町並みが重要伝

統的建造物群保存地区となった過程と、岩松の

町並みの歴史的な背景を紹介いたします。

　町並みの範囲は、岩松橋から津島大橋までで

す。先ほども後藤先生のお話にありましたよう

に愛媛の南予の宇和島市の中の、津島町という

ところの町並みになります。

　伝建地区は、現在 129 地区ありまして、愛媛

県内は他に２地区、高知県２地区、香川県１地

区、徳島県３地区の中で、愛媛県の３番目の地

区として、昨年の 12 月 15 日に選定されました。

　町並み保存の経過ですけども、はじめに市長

の方からも時間がかかったということを言われ

ておりましたけども、町並み保存、岩松の町並

みをどうにかしていこうかというような機運が

始まったのが、平成 13 年ぐらいというふうに

聞いております。話のはじめとなったのが、西

村酒造をどうにかしないといけないんじゃない

かという動きが住民と行政の間で話が始まっ

て、西村酒造の酒蔵をどうやって残していった

らいいのかという話の中で、伝統的建造物群の

保存地区にしていくといいんじゃないかという

話の流れになって、町並みの調査を始めたとい

うことになります。

　宇和島市と一市三町が合併した後にその調査

が完了しまして、これから伝建地区にしていこ

うかというところで、足踏みが続きました。

　住民の方では、町並み保存会という団体が出

来たり、「なっそ」を作っている企業組合いわ

まつが出来たりということで、町並みの中での

活動が徐々に活発化していきますが、なかなか

進まずに 10 年経ってしまって、平成 29 年ごろ

から仕切りなおして、条例を作ったり、市の方

から補助金を出して、景観を整えるための補助

をしたりという動きが始まりました。

　そのあと岩松守ろう会という住民の団体を改

めて作り直しまして、住民の活動を進めていく。

　行政の方も、建物をもう一度調べてみて、会

議（保存審議会）を作ってということで進めて

きまして、令和５年に、都市計画決定・保存活

用計画が告示され、重要伝統的建造物群保存地

区選定ということで、ようやく選定になったと

いう経過になります。その間、文化庁から随時

指導いただいて、話を進めておりました。

　伝建地区になるためのステップを見ていきま

すと、保存対策調査があって、条例を作って、

会議を作って、範囲を決めて、町並みを残すた

めの計画を決めて、国に申し出して、選定され

るというような流れになるんですけども、その

流れに先ほどの説明を置き換えてみると、初め

の調査を平成 16 ～ 18 年に実施して、それから

10 年経った後に条例を制定。その後に審議会

を作って、保存地区の範囲を決めたのが令和「５

年の 10 月、同日に保存の方針である保存活用

計画を告示し、同日に申出書類を文化庁に送り、

文化庁の文化審議会という会議で 11 月 24 日に

岩松を重伝建地区にしてよろしいというご意見

をいただいて、12 月 15 日に選定になったとい

う流れになります。

　選定の基準は、３つありまして、岩松は、周

囲の環境が地域的特色を顕著に示しているとい

う評価で選定をしていただいております。

　ではどういったところを岩松が評価されてき

たのかというところを、歴史をひもときながら、

見ていきたいと思います。

　もともと岩松の地区が歴史に出てくるのは

『高田八幡文書』という古文書の中に岩松の地

名が見えたのが初めです。古文書を見ると「岩

松ノイテノ下の田大」と書かれていて、「岩松」

という地名が出てきて、さらに田んぼが大きい

よっていうことが書いてある。同じ文書に「岩

ʦˠࢿྉ集1���ʧ
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松ノ中田壱反…」とも書いてあるので、岩松は

農村だったのだろうということが、このころの

記録から分かります。

　そのあと戦国時代になると、天が森という山、

この公民館の向かいに、正面に見えてる山のと

ころに、越
お ち

智通
みちしげ

繁という武将が居城を築いたと

いうところが、次の段階になります。天が森と

いうのは、岩松の町並みに東側の、この一番高

いところにお城があって、そこで私が遺跡の調

査で歩いてるときに、戦国時代の陶磁器の欠片

なんかも拾ってたりします。中世、戦国時代に

は、この付近に人が住んでいたんだろうという

ことも分かります。

　慶長 19 年に伊達家がやってきて宇和島藩が

成立し、そのあと、米
こ め や

屋惣
そ う べ え

兵衛という方が、岩

松村で酒造りを営む許可を得ました。お米が採

れるので酒造りをしようとされた。その米屋惣

兵衛さんのおうちが、３代目に苗字帯刀を許さ

れて小西姓を名乗ります。

　岩松を描いた一番古い絵図は、県の歴史文化

博物館が持っている延宝４年の絵図です。絵図

を見ていくと、三島神社があって、臨江寺があっ

て、高知の方から来る道があって、増穂の方か

ら来る道があって、岩松の真ん中で合流して、

城下の方に行くところが川を渡って行くように

描かれている。屋根の形がしっかりしてるのは、

代官所とか庄屋さんでしょうか。今の岩松橋が

ある辺りには池があったことも分かります。

　江戸の終わりぐらいには、池のところから、

町の西側縁辺に沿って水路が伸びていて、これ

が芳
ほわらみぞ

原溝といって、今の岩松の中
なかみち

道のところに

ある溝になります。そこまでが町になっていま

した。その頃は川が蛇行していたんですけども、

慶応２年ごろに小西家を中心に川の付け替えが

行われて、芳原溝から川までの間も町になって

今の町のアウトラインができ、岩松村が岩松町

となってということで、時代が進んでいきます。

地図を見ると昭和初期になると、今と大体同じ

ような町並みになっていくということです。

　大正の初めぐらいの古写真を見ると、新橋が

まだ架かっていません。新橋は昭和 20 年代に

なると架かります。下本町２のあたりに、船着

き場の跡がうっすら残っている。写真右側の

ちょっと黒っぽいのが、元の川の跡、この中道

沿いに芳原溝があって、その右側は明治になっ

てから広がった町ということです。

　なぜ岩松が発展してきたかという点ですけど

も、これが 1660 年ぐらいの絵図なんですけど

も、宇和島藩がこのあたりにあって、峠（分水嶺）

が北と南にあるので、その間の物資っていうの

は、全部川に沿って岩松に集まってきます。河

口域なので海沿いのものも岩松に集まってくる

ということで、岩松に物が集まってきて発展す

るきっかけになったんじゃないかと思います。

岩松に集めた物を加工して生産品を出荷してい

たと推測できます。これが江戸時代の終わりぐ

らいの絵図ですけども、分水嶺と分水嶺の間で

は、岩松川沿いの物が岩松に集まってくるとい

うふうになっていたのかなと思います。

　それが変わっていくのが明治時代です。これ

は明治時代の地図なんですけども、峠に道が開

通して、岩松の町中にバスが通るようになって

いきます。交通路の変化を追っていくと、岩松

川の付け替えが慶応２年にあって、明治 29 年

ごろには、御荘と宇和島の間を定期船が運航し

ていました。陸路で言うと、明治 43 年に松尾

坂の峠道が開通して、大正８年にバス線が開通

します。海運では細木運河が昭和 36 年、船越

運河が昭和 41 年に出来て、海運も改善してい

くんですけども、その間に国道 56 号線が、今

の道に変わりまして、だんだん陸路の物流が発

達していき、沿岸航路が無くなります。松尾ト

ンネルは昭和 53 年に開通、山財ダムができた

ことで川の流れも少なくなるということで、交

通が変わっていきます。

　これをまとめますと、岩松川の付け替えに

よって岩松の物資の集積・生産品の輸出が増加

するという流れがあり、時代が進んで交通の便

が良くなると物資の集積場所が、岩松である必

要性が無くなっていきます。国道 56 号線がで

きると物流は完全に変化して、岩松の町中に、

車が通らなくなります。そうなると、岩松の町

並みに新しい建物ができることが無くなって、

古い町並みが残されたというのが、岩松の町並

みが今に残る理由かなと思っております。

　そういったところで、だいたい時間がきてし

まっているので、私の説明は以上になります。

　こういった経緯があった上で、今残されてい

る町並みを、これからも宇和島市の職員として

も宇和島市の住民としても残していくお手伝い

ができたらなと思っております。

　ご清聴ありがとうございました。
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【学習成果発表】

宇和島市立岩松小学校

　令和６年２月に開催された「第６回うわじま

学校自慢ＣＭ大賞」に応募した映像作品を上映

しました。

　児童が岩松の町並みが重要伝統的建造物群保

存地区に選定されたことをニュース仕立てで報

告しました。

　上映した動画は以下のア

ドレスから視聴できます。

https://www.youtube.com/

watch?v=-6aElZRNLMo

【学習成果発表】

宇和島市立津島中学校

【津島中学校教頭】津島中学校では、以前より

地域貢献というものを学校の教育活動の中で大

切にとらえております。今までにも、地域のイ

ベント、祭り等への参加、こども食堂の手伝い

など、生徒は盛んに参加をしていて、そのよう

な活動に自信を持っています。

　本年は、地域に住んでいるお年寄りと、生徒

たちが話し合って、昔の岩松の地図の再現に取

り組みました。その成果を映像にまとめたもの

を上映します。

岩松地区の昔の地図づくり

７月に、「よろず屋岩松」にお邪魔し、昔の

岩松の様子について聞き取りを行った。

昔あった店や川遊びなど、丁寧に話していた

だいた。

聞き取ったことを、現在の住宅地図上にまと

めた。

戦前・戦後、２種類の地図を作ることにした。

土地や川の流れは今と大体同じだが、今と違

い店が随分多くあり、映画館、ダンスホール

まであったと聞きびっくりした。

学校で聞き取った内容を拡大地図に記入し

た。

店名などは修正できるよう付箋に記して

貼った。

思い出など、聞いたことはなるべく記入した。

作った地図を見ていただくため、11 月に再

度「よろず屋岩松」を訪ねた。

作った地図を見て、思い出していただきなが

ら追加の聞き取りを行い完成させた。

お年寄りの方が、詳しく細部まで覚えている
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　ことがすごいと思った。

　昔はこうだったねと皆で楽しそうにされてい

　るのが印象に残った。

地図の紹介

〈戦前〉

　岩松川の西側はほとんど田んぼで建物はほと

　んどなく、岩松の町は岩松川の東に集中して

　おり、そのため、カタヒラ町と言われていた

　そう。

　町には今より多くの店、映画館、ダンスホー

　ルがあった。道には馬車が通ることもあった

　そうだ。

　津島大橋はまだ架かっておらず、遠回りする

　しかなかった。ただし川幅は今よりも狭く、

　歩いて渡ることもできたらしい。

　小西さんはたくさんの土地を持っており、そ

　の畑を通り、今の愛南町まで行くことができ

　ると言われていたそうだ。

　風呂がある家は少なく、もらい湯や銭湯に

　行っていたとも聞いた。

　新橋は木造で、台風のときは飛ばされていた。

　川には大ウナギがおり、シジミ、青のりなど

　を採っていた。カワウソの存在を聞いたこと

　があるという方もいた。

〈戦後〉

　岩松商店街には今より多くの店があり、バス

　も走っていた。場所が今とは違っている店も

　多いようだ。

　パチンコ店、郵便局などもあった、また、出

　産も病院ではなく「産婆」を呼び、家でして

　いたという話には驚いた。

　スマホなどはなく、子ども時代には、駄菓子

　屋など家の外で遊ぶことが多かった。多くの

　店があり、今の松山の商店街のようで賑やか

　だったのではないかと想像する。

地図づくりの感想

　地域のお年寄りと話すことができ楽しかっ

　た。特に昨年お世話になった方が自分を覚え

　ていてくれたことがうれしかった。昔のこと

　を楽しそうに話すお年寄りに、自分まで幸せ

　な気持ちになった。

　戦争時、岩松に疎開していたという話が印象

　的だった。また川で魚などを捕っていた話に、

　自然のある良い町だと改めて感じた。この豊

　かな自然をこの先も残していってほしい。

　岩松に多くの店があり、栄えていたことに驚

　いた。人が多かったのだろう。今は人も減り

　子どもも少ないが、この歴史ある町をもっと

　多くの人に知ってほしいと思う。

　地域のお年寄りから、知らなかった多くのこ

　とを聞くことができ、大変ためになった。皆

　とても優しくてうれしかった。今回聞いたこ

　とを、次は自分たちが　伝えていかなければ

　と思う。

　ご清聴ありがとうございました。

【津島中学校教頭】昔の岩松の、どこにどんな

お店があったかというのは文献にも残されてい

るそうなので、そういうものを調べたら、もっ

と正確なものができたかもしれませんが、私た

ちはこの活動を通して、お年寄りから直接生徒

たちが話を聞くというところが、とてもよかっ

たように思いました。

　お年寄りの方は、昔のことを話し始めるとす

ごく盛り上がって、もう止まらなくなって、生

徒たちもどんどん書き取っていったのですけ

ど、岩松に昔、遊郭があったんだみたいな話に

なった時は、遊郭を生徒に説明するのが難しい

なと思うこともありました。

　ひょっとしたら、孫以上に年が離れているよ

うな感じのお年寄りと生徒の関係もありました

が、そういった関係性などが、今回の活動によっ

てできたのがよかったなと思っています。

　今後も津島中学校では、地域学習や地域貢献

をテーマに、いろいろな活動に取り組んでいき

たいと思っています。
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【学習成果発表】

愛媛県立宇和島東高等学校津島分校

　「重伝建と」と題して、津島分校の発表を始

めます。

　私たち津島分校は、前身である津島高校を含

め、創立 76 年目を迎えました。津島町の皆さ

んに、いつも温かく見守っていただいていま

す。しらうおまつりや津島夏祭りへの参加、岩

松地区の清掃活動など、私たちの力が少しでも

役に立っていると嬉しいです。宇和島東高校津

島分校では、週に１度、総合的な探究の時間と

いう授業の中で、地域課題について考え、調査

や実践に取り組む授業があります。２年生から

グループに分かれて、地域の方々と関わり、自

分たちにできることを考えながら活動をしてい

ます。

　今年は防災、ボランティア活動、岩松地区の

ジオラマ制作、アコヤ貝の真珠・貝殻の再利用

などの取り組みをしています。その中で、私た

ちは、重伝建に指定された岩松を中心に活動を

している班です。

　まず、岩松地区のジオラマ制作をしている班

の紹介をします。２年間かけて生徒約 12 名が、

青い橋から北側のジオラマを制作してきまし

た。アコヤ貝の貝殻を砕いて砂地にしたり、空

き箱を再利用しながら制作しています。制作途

中ですが、展示していますので、ぜひご覧くだ

さい。12 月 14 日に、岩松商店街で行われる津

島中学生運営の「つしまるしぇ」の津島分校ブー

スで、完成したものを展示したいと考えていま

す。ぜひ見に来てください。私たちの班は、先

輩方が小西本家の離れについて学習始めたもの

を引き継ぎながら、今年で４年目の活動になり

ました。過去の活動については、展示をしてい

ますので、ぜひご覧ください。

　昨年度からの主な活動を紹介していきます。

　昨年、蔵の工事が始まり、見学させてもらい

ながら、蔵の完成を楽しみにしていました。当

時から残る大きな松の木の梁や、ベンガラが

塗ってある柱がありました。100 年以上前、た

くさんの船が出入りし、人の往き来も多く、栄

えていた岩松を想像すると、不思議な感覚にな

りました。離れの修復のときから変わらない思

いである「当時のものを守りながら、活かして

いく」という思いを強く感じることができまし

た。完成した蔵は、当時のものと新しいものが

融合していて、まさに当時と今をつないでいる

建物です。今年１月、蔵のお披露目会で発表さ

せてもらい、愛媛で最初の重伝建になった内子

町の保存に尽力された岡田さんのお話を聞くこ

とができました。その中で、「岩松は重伝建の

最初のスタートに立ったところ」と仰られてお

り、これからの岩松を考えるきっかけとなりま

した。その後、西澤さんの案内で町を歩きまし

た。岩松の建造物は、明治・大正時代の古い建

物だけではなく、昭和などの新しい建物があり、

時代のばらつきがあることが改めてよく分かり

ました。岩松の面白い特色や重伝建として選定

された理由も、よく分かりました。

　岩松以外の重伝建はどのようになっているの

か、気になり始めました。そこで 2009 年に重

伝建に選定された西予市宇和町卯之町の町並み

を見に行きました。江戸時代後期の特徴がある

建物が多く、統一感があり、伝統的な建物にお

しゃれなカフェなどの飲食店が入っていまし

た。宿場町としても栄えたこの町は、昔の偉人

が泊まった旅館があったり、歴史や当時の生活

がわかる資料館などがありました。ベンガラを

塗料として使っていた部分は、岩松と同じだな

と思いました。卯之町は山間部で、山を中心に

栄えたという印象で、岩松とはまた違う景観や

雰囲気を感じました。それに対して岩松は川沿

いを中心に栄え、大きな岩松川の印象が強かっ

たです。津島の 10 年後、20 年後を考えるとわ

くわくしました。さらに、岩松特有の良さを感

じることもできました。

　今年度の４月からの主な取り組みの紹介です。

ʦˠࢿྉ集 1���ʧ
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　６月４日、岩松地区のジオラマを作成してい

る班の皆さんに、岩松地区を案内しました。小

西本家や旧西村酒造がある本通りを中心に散策

しながら解説しました。昨年までは自分たちが

案内される側でしたが、今回は伝える側になる

ことで、これまで学んで感じてきた岩松の魅力

や歴史を再確認することができました。また、

臨江寺も行きました。この本堂の改築にも、小

西家が関わっています。

　そして、ここで遭遇したのが、クロベンケイ

ガニです。このクロベンケイガニは、愛媛県

レッドデータブックに記載されており、準絶滅

危惧種に指定されています。他にも、津島町に

はベンケイガニやアカテガニ、ハマガニやアシ

ハラガニなど、たくさんのカニがいることを知

りました。８月にボランティア班の企画・開催

した子ども夏祭りに私たちも参加し、カニつり

と、小西本家の色ガラスのプラ板体験コーナー

を設けました。夏祭りは小さな子どもたちが対

象だったため、小西本家やカニについての詳し

い説明はしていませんが、たくさんの子どもた

ちに体験してもらうことができました。何より、

自分たち自身が、岩松のカニに興味を持つこと

ができました。

　またこの夏祭りと同じ日に、人権委員が研修

旅行で、重伝建である岡山県倉敷市にある美観

地区を訪れ、伝建デジタルスタンプラリーが開

催されている情報を得ました。これは全国の伝

建地区を巡って、美しい町並み景観や日本の古

き良き風景、暮らしを味わうことで、多くの

人々に伝建の価値を伝えるために開催されてい

ます。そこで、私たちも岩松地区のデジタルス

タンプラリーに出掛けました。重伝建の地区に

入ると、スタンプを受け取ることができました。

西村酒造がスタンプになっています。歩きなが

らじっくり建物を見るのは新鮮で、面白く感じ

ました。伝統的建造物を地図を見て見つけなが

ら歩くのがとても楽しくおすすめです。まだ知

らないところがたくさんあるので、お店の中に

入ったり、他の通りもじっくり歩いてみたいと

思いました。スタンプラリーをしながら、あま

り行っていなかった港町の方へ向かいました。

この水色の洋風の建物は旧森医院です。その隣

に兵頭邸があります。どちらも伝統的建造物で

す。突然の訪問にもかかわらず、ご厚意で見学

させてもらえることになりました。現在、フラ

ダンスとフラ用品のお店をされています。２階

は当時使用していた箪笥をそのまま活用した

り、今ではあまり目にしない蓄音機や時計を飾

り、味わいのある落ち着いた雰囲気になってい

ました。また、窓の外の格子も、当時のまま残

されています。そして何より窓の外に広がる岩

松川はとても美しく、思わずみんなで見とれて

しまいました。11 月、阿部邸、ハルモニの家

に行きました。３年生６名、２年生６名の 12

名が分かれて、中庭のお手入れやベンガラ塗り、

障子の張りかえや玄関掃除などを行いました。

初めてベンガラを見て、こんなにも綺麗な朱色

をしているんだと感動しました。はみ出ないよ

うに、丁寧に塗り上げていきます。塗り上がっ

た後の、綺麗になった床や柵を見て、とても嬉

しい気持ちになりました。昔からある伝統的な

塗装を体験できて、昔と今の繋がりを感じるこ

とができました。障子の張り替えでは障子紙を

切ったり糊を塗ったり、難しい作業もありまし

たが、教えていただいて、張り替えることがで

きました。ハルモニの家の皆さん、ありがとう

ございました。

　私たちは活動を通して、自分たちが今まで生

きてきた中で、知り得なかった地域の歴史や文

化に触れることができています。重伝建につい

て学んでいく中で、少子高齢化が進む時代で

あっても、町を守っていくことができるのでは

ないかなと感じました。岩松が重伝建に選定さ

れるまで、たくさんの調査や審議、説明会、離

れや蔵の改修工事などが行われ、長い時間がか

かっています。この先、いつまでもこの美しい

町並みや地域を保存し、たくさんの人の思いと

ともに、次の世代へ引き継がれながら、岩松の

魅力を伝えていかなければならないと思ってい

ます。続けて活動を行っていきます。以上で終

わります。ありがとうございました。
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【パネルディスカッション】

【曲田】曲田でございます。よろしくお願いし

ます。

　司会進行役ということで、これから、約 1時

間半はないですけどね、1 時間半弱、報告と、

それから出来ましたら皆様からも、ご意見等い

ただきながら、進めていきたいと思います。

　私自身は先ほど紹介ありましたように、平成

19年の報告書づくりに携わりました。それから

色ガラスの家、蔵の修復にも関わりまして、岩

松についても色々と勉強させていただきました。

　それから、小西家にも小さな関わりがあります。

大阪にいた時代、先代の小西勝一郎先生、大阪市

立大学の教授でしたが、時々お話する機会があっ

て、愛媛大学に赴任してから、小西本家当主と言

うことを知り改めて驚いたものでした。

　さて、今日の流れは、最初に村上文化庁調査

官から、「伝建制度における岩松の未来」とい

うことでお話しいただき、次に北山めぐみ先生

から、「岩松の外観デザイン調査」の報告、松

岡あやさんからは、「岩松とハルモニと私」と

して町並みへの思いを紹介いただきます。その

あと、後藤先生、村上調査官、西澤さん、岡原

市長さん含めて、ディスカッションに入りたい

というところでございます。

　それでは最初に村上文化庁調査官からお話し

いただきます。

伝建制度における岩松の未来

文化庁調査官　村上玲奈

【村上】皆様こんにちは。ただいまご紹介にあ

ずかりました文化庁の村上と申します。本日は

どうぞよろしくお願いいたします。

　「伝建制度における岩松の未来」というテー

マをいただきましたので、簡単に伝建制度のお

さらいと、今後皆さんがどういったことに取り

組んでいくことができるのか、よりよい未来を

一緒に考える機会にできたらと思います。

　現在、全国に重要伝統的建造物群保存地区は

129 地区ございます。北海道から沖縄まで、43

道府県に位置しています。愛媛県にも３地区、

内子町八日市護国、西予市宇和町卯之町、そし

てここ、宇和島市津島町岩松が選定されました。

　もう岩松の魅力は皆さんが誰よりもご存知と

思うんですが、西澤さんからも発表いただいた

通り、宇和島市津島町岩松は江戸後期から近代

にかけて、商業を基軸に発展をした在郷町なん

ですが、この山と川に挟まれた狭隘な敷地の中

に、伝統的建造物が残っているというところが

評価されています。

　基準では、この中の（三）「伝統的建造物群

及びその周囲の環境が地域的特色を顕著に示し

ているもの」というものが選ばれました。

　全国の伝建地区は、それぞれが個性豊かな特

色を持っていて、商家町、武家町、港町、山村

集落など、種別に分かれているんですが、そう

いった様々な伝建地区の仲間入りをした、とい

うふうに思っていただければと思います。

　伝建地区は、伝統的建造物とその一帯の環境

を保存するために、特に必要と思われる樹木や

川や庭園なども含めて、そして文化財以外の新

しい建造物も町並みの中に含まれています。

　皆さんお住まいの伝統的建造物の１軒１軒が

文化財で、それらを、周囲の環境と維持保存し

ながら守っていく。それ以外の新しい建物は、

伝統的な文化財に調和させる形で、町並みを整

えていくという制度です。

　この中にもですね、伝統的な建造物に住んで

いる所有者さんいらっしゃると思うんですが、

その建造物１軒１軒が文化財で、この伝建制度

は、それらの文化財集合体を面的に守りながら、

現代的な暮らしを併存させるためのまちづくり

です。

　伝統的建造物群の位置、形態、意匠などの特

性を、その周囲の環境と合わせて保存するため、

現状変更の規制は、後藤先生におっしゃってい

ただいたルールですね、主に外観を対象として

います。
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　これらの伝統的建造物群と一体をなす環境を

保存していくために、宇和島市はマスタープラ

ンとなる保存活用計画を策定し、どのように伝

建地区を守り、整備し、次の世代に繋いでいく

かというのを定めています。

　文化財を残していくということは、ただ箱と

しての建物を残していくだけではなくてです

ね、そこで営まれる家族の歴史息づく暮らしが

継承されていく、ということはもちろんです。

また、伝建地区の中で修理が頻繁に行われるよ

うになると、土壁や瓦葺き、大工技術など、建

築技術が継承されるような機会にもなります。

また、他地区ではですね、地域の祭りや生業を

受け継いでいくきっかけになってるような地区

もございます。

　宇和島市の保存活用計画、皆さんお読みに

なったことがあるでしょうか。その保存活用計

画の中には、「地区の住民及び宇和島市民共有

の財産として、この伝建地区を保存し、交流や

情報発信を通じて、まちづくりに活用すること

によって、生活環境の向上と地域文化の振興に

資すること」を、この伝建のマスタープランの

目的としています。

　これまで皆さんが大事に守ってきた町並みを

保存しながら、皆さんの生活向上と地域文化の

振興がなされるように、伝建制度をこれからう

まく使っていただきたいと思います。

　伝建地区になった今何ができるかということ

を簡単に説明させていただきたいんですが、文

化財を保存し、安全性を向上して、活用も含め

て検討していくために必要な事業について、補

助金による経費の補助、そして専門的な知見か

ら指導を受けられるようになるというのも大き

なメリットの一つです。

　例えば防災計画を地区の特性に合わせて、策

定することができます。木造が密集する地区で、

皆さんの安全を守る防災対策を、補助金を活用

しながら、効果的に実施することができます。

　修理修景事業では、伝統的建造物の修理、そ

れ以外の建物の調和をしていくという事業があ

ります。こちらの写真ちょっと見にくいかもし

れないんですが、兵庫県たつの市の事例を挙げ

ています。家の前に四角い看板のようなものが

ついて、パラペットというふうに私たち呼びま

すけれども、一見古く見えないものも、それら

を外して、修理を行うと、当時の姿が町並みと

して回復していくという修理をすることがで

き、これらがなくなったことによって、光も入

るようになって、居住空間の向上を目指すこと

ができます。

　修理修景を進めていくことがどういう意味を

持つかというと、これは福島県の大内宿という

伝建地区の事例なんですけれども、ここは、山

奥にあるにもかかわらず年間 80 万人が、訪れ

る観光地になっています。

　左上の写真が選定前、右下の写真が選定後の

写真になっていて、逆じゃないかなと思われる

方もいらっしゃると思うんですけれども、選定

後に、茅葺きが復原されて、大きく姿が変わり

ました。

　伝建地区としての歴史が長い、こういった有

名な地区もですね、長い修理修景の歴史を経て、

現在に至っています。

　ここ宇和島市津島町岩松も、これからという

ところだと思うんですが、正直ですね、私が言

うのもなんなんですが、伝建地区に選定された

からといって、魔法のように、何かすべてが良

くなるっていうわけではなくてですね、ここか

ら行政と住民の皆さんが自分たちの町並みを良

い町並みにしたい、しっかり残していきたいと

いう思いを持って、ともに手を携えて取り組ん

でいかないと、５年経っても 10 年経っても、

なかなかいいサイクルというのは生まれてまい

りません。

　ただ、そういう思いを持っている方が、この

津島町岩松には、大変多いというふうに私は安

心して選定させていただいておりますので、そ

ういう思いを持っている人が多ければ多いほ

ど、選定後は町並みは良くなる一方だと信じて

おります。皆さんもぜひ精力的に取り組んでい

ただきたいと思います。

　そして伝建地区を守っていく上で、欠かせな

いのは防災です。木造建築物が密集して建って

いる地域が多いこと、またその中で皆さんの暮

らしが営まれていることから、火災や地震など

の災害から、皆さんの命、財産そして建物を守

るため、地区全体に対する防火対策、耐震対策

を考える必要があります。

　市町村が防災計画の策定とあわせて、住民の

皆さんと一緒に地区防災を検討する事例も多

く、住民の皆さんの意見を防災計画の中に反映

することもできます。
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　保存会の中に幾つかの部局を設けて、防災部

局を組織しているような地区もありますので、

ぜひご参考にしていただければと思います。

　また、これから皆さんもお住まいの建造物を

修理されることもあると思いますけれども、伝

統的な家屋についても、少し筋交いを入れた

り、構造用合板を入れるだけでも、皆さんの命

を守る時間を稼ぐことができます。ぜひ、耐震

補強も併せてこれから検討いただきたいと思い

ます。

　いっぱい話したいことはあるんですけどあん

まり時間がないので、他地区で活用をしている

事例を時間があれば後で紹介しようかなと思い

ます。

　今後の岩松のあり方というのは住民の皆さんと

宇和島市が一緒に考えていくものだと思います。

　観光地にしなければいけないわけじゃなくて

ですね、岩松がこれから 50 年後 100 年後も元

気で居続けるために、どうあるべきか、どうい

うふうに次世代に繋いでいくのか、そういった

ヒントが、他のすでに伝建地区として頑張って

いる地区にもあるんじゃないかなというふうに

思っています。

　最近宿泊施設なんかも増えておりますけれど

も、そういった宿泊施設だけではなく、若者の

ための、自習室のような使い方をしているよう

なところもございますし、また後藤先生の話と

被るんですが、いろんな文化の掛け合わせを頑

張っている地区もあります。伝統工芸や伝統産

業、またアニメ、漫画とコラボレーションして

いるところもございます。

　岩松であれば、てんやわんやはもちろんのこ

とですけれども、食文化、私、六宝を１回食べ

てすっかりファンになってしまったんですが、

六宝もとても魅力的ですし、しらうお、どぶろ

くなどもございます。また宇和島市は真珠も有

名ですので、そういった掛け合わせというとこ

ろを頑張っていくというのも手のひとつかなと

思います。

　ここら辺はまた時間があればご紹介しようと

思うんですが、こういった活用についてもです

ね、文化庁の補助事業だけではなく、観光庁や

国交省の補助金などを利用しているような事例

もございます。

　重伝建に選定された今、皆さんの目の前には

ですね、これまでなかった選択肢が広がってい

て、それらをうまく使いこなしていただきたい

と思っています。

　住民の皆さんが安心して誇りを持って暮らせ

る地区に、そして、ここ宇和島市津島町岩松の

魅力が、ますます輝いていく姿を一緒に見てい

きたいと思っています。

　私からは以上となります。

【曲田】どうもありがとうございました。

　文化庁の伝統的建造物群部門の担当者は少数

精鋭で、全国各地を回っておられまして、とて

も大変なお仕事と聞いております。ありがとう

ございました。

　それでは次に高知工業専門高等学校の北山め

ぐみ先生には、岩松の町並みの特徴を調査され

ており、それに基づいて、ご報告いただきたい

と思います。お願いします。

岩松外観デザイン調査について

高知工業専門高等学校　北山めぐみ

【北山】高知高専の北山です。よろしくお願い

いたします。

　ご紹介いただきましたように、私自身は曲田

先生や後藤先生のように、当初の選定に向けた

調査に参加をしていたわけではなく、岩松には

平成の終わりに一度おじゃまさせていただい

て、今回選定後の審議員というような形で入ら

せていただいてまして、その私が岩松の特徴に

ついて語るのは、僭越ではありますが、今回、

９月に岩松の建物の外観デザインを再調査する

機会があり、審議委員である香川大学の宮本先

生と一緒に調査に入らせていただきましたの

で、その成果をもとにお話できればと思います。

　この調査のきっかけですが、昨年 12 月に重

伝建地区に選定をされて以降、岩松の中では、

まち歩きマップも発行されまして、本日皆さん

にもお配りしております。

　また、地域の中から、伝建になったので町並

みに合わせて格子をつけようかしらという声で

あったり、建造当初よりも後につけた看板を外

して町並みに合わせたい、そういった声が上

がっておりまして、もう、それはもうてんやわ

んやの盛り上がりを見せているという状態で。

審議会で町を回らせていただくと、その時にも、

地域の方との話がすごく盛り上がってなかなか

巡視が進まないというぐらい、楽しくさせてい

ʦˠࢿྉ集 1���ʧ



21

ただいております。

　そういった声がある中で、岩松の町並みとい

うのは先ほど津島分校の皆さんの発表にもあり

ましたように、江戸の終わりごろから昭和 40

年代ごろまで様々な建物のデザインが残ってお

ります。

　ちょっと見にくいかもしれませんが、私が来

た当初に森田さんや宮本先生と一緒に歩いた時

の映像になります。左に格子のある町屋が現れ

たり、洋風の建物が現れたり。特定物件になっ

ている入母屋の屋根や、欄干が現れてきます。

そして左手には非常に横に長い長屋建築が現れ

てまいります。ベンガラを塗った建物だったり、

少し小規模な間口の狭い町屋であったり、また

入母屋屋根の建物があったり、などしながらよ

うやく臨江寺に到着する。このように少し歩く

だけでも多様な建物、デザインを見ることがで

きます。じゃあこのような多様な町並みを、地

域の方々ニーズにどんなふうに答えながら整え

ていけばいいだろうというところから調査に入

らせていただきました。

　今回は二泊三日という限られた時間でしたの

で、道から見える範囲の建物を調査をさせてい

ただきました。また、対象としたのが、特定物

件―というのは伝統的建造物として保存をして

いきたいということで同意をいただいたお宅―

を主に調査をさせていただきました。98 棟で

すね。調査した建物の分布を種類別に見るとこ

のようになってます。

　主屋が大体 70 軒ほど、その他に土蔵や附属

屋、離れ、旅館建築などを調査をさせていただ

きました。

　まずは主屋について見てみたいと思います。

調査報告書にも示されていますが、主屋だけで

も様々な種類のものがあります。一番岩松らし

いというか、皆さんの印象にあるのが、ハルモ

ニさんが入っておられるような、１階２階に格

子がついた、いわゆる町屋建築が代表的なもの

かと思います。それ以外にも、一つの建物の中

に複数の世帯の方がお住まいになられて、ご商

売をしたり、生活をしたりという、長屋等の連

棟型のような建物。また、お店ではない、専用

の住まいとして建てられたもの。旅館建築、そ

の他にも大正の頃から昭和にかけて建てられた

洋風のものなど。また、土居の奥に行きますと、

農家住宅、広い庭を持ったような、農家風の建

物があります。地図を見ていただきますと、こ

ういったものが、何となく通りの特徴として見

られます。本通り沿いに町屋の建物が多く、先

ほどのように土居の奥には農家住宅が少し見ら

れるられる。そのような、エリアごとに違いを

見せながら分布している様子がわかるかと思い

ます。

　さらに町屋に着目して見てみますと、さらに

様々な種類のものがございます。例えばこちら

は高校生の発表にも出てきましたが、江戸の終

わりごろかと言われる佐伯家ですが、１階に格

子、２階には防火対策を施した塗籠造りになっ

ています。１階に格子、２階に欄干があるもの、

はたまた昭和のものになると間口が小さくて、

岩松の場合は屋根の形が切妻で平入が多いので

すが、三角の方が道に面して見える妻入も見ら

れます。

　このように岩松では、物流が変化しながら昭

和 40 年ごろまで、賑わってきたという歴史的

背景から、昭和 40 年前半頃までの建物を岩松

らしいものとして大事にしようという方針とし

ておりますので、こういった町屋ひとつ見る

だけでも様々なタイプのものを見ることができ

ます。こういった建物がどういった経緯の中で

作られて、また岩松らしさをどんなふうに説明

するかについては、もう少し調査が必要かなと

思っております。

　さらに表構えのデザインを見てみたいと思い

ます。町並みに合わせて格子をつけようかなと

いうお話がありましたので、格子について見て

みたいと思います。今回すべての建物を調査し

たわけではないので、地図に表れてるのが全体

というわけではないのですが、１階部分に格子

がついている建物は、実はそれほど数としては

多くありません。代表的なものとしては、西﨑

さんのところですが、少しがっちりとした格子

ですね、太い桟が特徴の格子があります。こち

らは阿部さん、ハルモニさんのところもそうな

んですが、もともと醸造業を営んでおられて、

お酒とかお醤油というのは、すごい重たいもの

なので、近代になっても、どこかにまとめて出

荷するとか、あるいはお宅に配達するという販

売の仕方をしますので、表構えが比較的しっか

りと閉じた雰囲気になっているものになると思

います。

　昭和期のものになりますと、少しこう軽やか
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で線の細いモダンな、数寄と言ったりしますが、

線の細い格子のものが見られます。これの多く

は住宅の表の窓などに付けられているものが多

いように思います。外の視線を遮りながら風や

光を通したい、そういったニーズに答えるもの

かと思います。

　表構えとして一番多いのはガラス窓、ガラス

戸ですね。大正や昭和期頃になりますと、多く

の人が岩松の通りを歩いてお買い物する、そう

いった商店街的な性格を持っていきますので、

より多くの人たちが店に入りやすい、そういっ

た表構えにしていくところから、ガラス窓が採

用されていたと思います。

　このように考えていくと、１階の表構えひと

つについても、それぞれの時代の選び方という

のがある。その時代に応じた整え方をしていく

ことが大事なのではないかと思っております。

　このように岩松にはエリアごとの特性や、時

代ごとの変化が豊かなところに特徴があると

思っておりますので、今後、審議会を中心とし

て、どんなデザインにするとよいかというガイ

ドラインづくりや、修理や修景をしていこうす

るお宅の皆さんと一緒に、どんなデザインがよ

いかということを一緒に調べたり学びながら考

えていく。それによって、岩松らしい風景がよ

り豊かに語れるようになっていくのではないか

なと思っております。

　ひとまず、以上でお話を終わらせていただき

ます、ありがとうございました。

【曲田】ありがとうございました。

　地元の方にはもう見慣れたものかもしれませ

んけど、改めて、こういうふうに区別し、整理

していくと、なかなか面白く、時代別、エリア

別ということでも、いろいろ深掘りができるこ

とが分かります。

　続きまして、NPO ハルモニの松岡　あやさん、

お願いいたします。

岩松とハルモニと私

NPO ハルモニ　代表　松岡　あや

【松岡】NPO ハルモニの松岡あやと申します。

よろしくお願いします。

　「岩松とハルモニと私」というような歌のタ

イトルみたいな題をつけさしていただいたんで

すけれども、25 年前の思いが繋がったという

ことをお話していきたいと思います。

　自己紹介をさせていただきます。出身は松山

市です。25 年前に当時岩松に住んでいた姉を

訪ねてきたのが初めてで、川沿いのこの景色に

魅せられ、南予にふらっと移住することを決め

ました。それから、こちら津島町で結婚しまし

て、子供が３人おります。現在の職業は、看護

師とフットケアサロンの経営をしております。

2009 年より「母と子のエンジョイコミュニティ

hahatoco ～ハハトコ～」を立ち上げ、お母さ

んと子供が楽しめるイベントやワークショッ

プ、講演会などの開催をしてきました。

　今年、2024 年４月からは、「NPOharmoni ～ハ

ルモニ～」を立ち上げ、この岩松地区にて古民

家活用プロジェクトをスタートいたしました。

旧酒造場の阿部邸を「ハルモニの家」として、

レンタルスペース、シェアカフェ、ゲストハウ

スの運営をしております。趣味はどこでもぶら

ぶら歩くことと、立ち読みと音楽を聴くこと、

時々運動をすることです。

　なぜ、この岩松のまちづくりに参加すること

になったかというと、25年前に一目惚れしたこ

の町のお店とかはどんどん閉じられてきていて、

空家が目立つようになり寂しい町になりつつあ

るなあと、そんなもったいないことは絶対に嫌

だなということで、この町の良さを守っていき

たいという思いで参加することになりました。

　最初に阿部邸ハルモニの家についてお話します。

　まずはハルモニの意味ですが、ハルモニとは、

フランス語やスウェーデン語でハーモニーのこ

とです。つまり調和です。新しいモノと古いモ

ノ、若い人と年を取った人、よそ者と地元の者。

歴史のある町並みで、それらが融合するという

思いを込めて名付けました。

　ハルモニの家では様々なイベントが開催され

ております。ハルモニ主催イベントとして、オー

プニングイベントで布袋さんに来ていただいた

り、おひな祭りでは、阿部家の着物をお借りし

て、和洋折衷に着たりしました。ハルモニの夕

べと題した夏祭り企画では、提灯行列というこ

とで、町の、夜の町並みガイドをしていただき

ながら、提灯を持って歩きました。毎週木曜日

にですね、レンタルスペースとして、癒やしデー

として、マッサージやヘッドスパ、ヨモギ蒸し

など、セラピストさんが癒やしてくださいます。

また、週末カフェや映画上映会なども開催して

ʦˠࢿྉ集 1���ʧ
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おります。他にハルモニフォトとして、成人式

や結婚式の撮影も阿部邸や岩松の町並みで行っ

ています。また、地元の作家さんの陶芸や、布

草履、町並みを描いたポストカードの販売など

もしております。

　先ほどの高校生の発表でもありましたが、先

週、津島分校の生徒さんに来ていただいて、ベ

ンガラ塗りや障子塗り、障子の貼り、また中庭

の掃除などをしてもらいました。このように子

供たちに古きよきものを知ってもらって、次世

代につなげていきたいという思いもあります。

　「とにかく大人が楽しもう」とありますが、

根本的にはこれかなと思っております。

　先日も秋のすてきな夜会として、ボジョレー

ヌーボーお料理を楽しむ会というのを開催しま

した。これも実はハルモニメンバーがここでボ

ジョレーを飲みたいということから開催いたし

ました。お母さん、または大人が楽しんでいる

と、下に着物を着ている子供がいるんですけれ

ども、女の子ぽいですが実は私の息子で、親に

楽しまれている感じですけれども、子供たちも

一緒になって楽しんでいます。子供たちが成長

して外に出たとしても、この町で親たちが楽し

くしてたな、私も帰ろうかなと思うかもしれま

せん。また、岩松で何か楽しいことしよるらし

いよ、私らも遊びに行ってみようかと、外から

の人たちも遊びに来るのではないかと思ってお

ります。

　先ほどですね、発表の中で、カニのことを触

れてたと思うんですけれども、うちの NPO のメ

ンバーの中にはカニ博士がおりますので、ぜひ、

カニのことを知りたい方はご一報いただけたら

と思っております。

　最後にですね、来年から新しいプロジェクト

を企画しています。題して、岩松浪漫プロジェ

クトです。明治大正浪漫っていうの、よく聞か

れると思うんですけれども、その文化や芸術に

なぞらえて、岩松ならではのロマンを発見して、

まちづくりに生かしていくことを企画中です。

それにはまず、岩松の歴史を知らなくてはいけ

ないということで、町内の住民の方から、昔の

様子を聞いたり、各有識者の方の講演会などを

企画していく予定をしております。またご興味

のある方はぜひご一緒に、いかがでしょうか。

　これからも、岩松、そして阿部邸ハルモニの

家の動向を楽しみにしてください。

　以上で私の発表を終わります。ご清聴ありが

とうございました。

【曲田】活動内容から始まって新しい企画もや

ります、という決意宣言もありましたね。よろ

しく取り組んでいただきますようお願いいたし

ます。

　ここでひと区切りしたいと思います。岡原市

長さま、ここまでのご感想をお願いします。

【岡原】まず文化庁の村上さん、また北山さん、

アカデミックな分析とかルールをご報告いただ

いた中で、では伝建地区をどのように活用して

いくのかということをお話いただいきました。

私もこの前ハルモニでのボジョレーの会にお招

きいただいたのですが、志を同じくする方々が

一堂に会して、またあそこを拠点として岩松で、

活用の展開が見えるのではないかということを

感じました。やはりこういった熱意がある方が、

まさに町をつくっていくんじゃないかなと感じ

ました。

　実は昨日、予土線のシンポジウムもありまし

て、その中でも、活用を進めていくキーマンが

おられます。その方がいろんな方を巻き込みな

がらやっておられる。予土線の場合だと、それ

は高校生でした。僕たちが、僕たちの町をつくっ

ていくっていうことで、大人たちを巻き込んで、

高校生を中心にいろんなことが進んでいます。

　先ほど松岡さんのお話に出てきたお子さんは

まだ小学校３年生なので、まだまだ難しいかも

しれませんが、こういった方がいろいろな方を

巻き込みながらやっていくと思いますので、市

はどういった立場でサポートできるかというこ

とに繋がっていくのかなという思いで、聞いて

いたところでございます。

【曲田】ありがとうございました。あとでもう

一度お伺いしたいと思います。

　では後半のパネルディスカッションに入りま

す。よろしくお願いいたします。

　ひととおりお話いただいて、まずは北山先生

が、ついこの間いろいろ回って、分かりやすい

分析をされていましたけれども、それも含めて、

これから町並みを修景していく上で、こういう

形でやれば良いのでは、あるいは好ましい取り

組みなどありましたら、ご紹介ください。

【北山】岩松の建物が多様だというのは皆さん

仰っておられることかなと思います。一方でガ

イドラインに定めることは簡単ではなく、ま
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た、ガイドラインに示すことで個別の良さが見

えなくなってしまう可能性もあると感じてい

て、どのようにまとめていけばよいかは難しい

と思っています。ですが、今回調査をさせてい

ただくことになった経緯が、地域の方々が直し

たいとか、町並みに合わせていきたいという思

いやニーズがあること自体が本当にすばらしい

と思っていますし、とても心強いことだと思っ

ています。修理や修景事業を進めていくことは、

粛々と事業をしていくのではなくて、一つひと

つの建物を直したり、調査をして設計し、工事

と進んでいく中で、何かしら新しい発見があっ

て。その建物が一体どんな歴史を持っていたの

か、そういったことがひとつずつ明らかになっ

ていくことが大事だと思っています。これから

いろんな物件を直していこうというときにスタ

ンスが大事になってくると思いますので、その

ときに、その建物の個性って何だろうというこ

とを、ガイドラインを参考にしながらも、みん

なで調べながら学んでいくことを大切にしたい

と思っています。

　調査は、やればやるほど新しいことが分かっ

ていくところもありまして、先ほど後藤先生と

立ち話で、これも面白いんだよね、最初の調査

のときには気づかなかったんだっていう話が

あったので、ちょっとご紹介します。こちらの

建物が小野さんのお家ですね。

　写真では真っ暗なので見えないのですが、地

元の方だったら分かると思うのですが、２階の

窓のすぐ上に庇がついていて、でもその上には

もう１回、大きな屋根の庇が伸びて、２重の屋

根が出ているような、庇が出ているようなもの

が岩松の町の中にはかなりあります。これは実

は、高知でよく見かける風景でして、雨風が非

常に強いので、お天気の多少悪い日でも窓を開

けておきたいとか、そういったところから付庇

をつけています。実はそれが岩松にもたくさん

あるんだという話がありまして。高知の職人さ

んがやってきたからじゃないだろうかとか、近

隣地域との関係だったり、そういったこともこ

れからの事業の中で明らかになっていくとよい

なと思っています。

【曲田】ありがとうございました。

　そうか、庇がこう２重になっているわけで、

結構多いということですね。

　高知の事例から言うと、後藤先生、いろいろ

見ておられると思いますが、少しフォローする

とどんなことになるのでしょうか。

【後藤】そうですね、だから高知風の建物は、

高知だとそれが当たり前なんだけど、愛媛では

東予にはほとんどないんですよ。（２重の庇は）

基本的には高知様式なので、岩松は高知と交流

があったんだろうなということが伺えて、その

交流が出てきたのは、どちらかというと、江戸

時代とか明治時代ではなくて、もうちょっと岩

松が商業的に発達してからの時代なのかなあと

いうのが見えるっていう感じがしますね。

【曲田】そういう意味でいうと、近いのかなって。

【後藤】そうですね、観光の話でいうと、愛媛

と高知の間って、今、日本の中で一番東京から

行きにくいゾーンかもしれなくて、これほど宝

の山があって行きにくいところはないんじゃな

いか、そこがまた魅力なんじゃないのっていう

気がします。

【曲田】両者が手に取るにはどうしたらいいの

でしょうか。

【後藤】高知の西側と仲良くするっていうのは、

愛媛の南側で、これからのすごく売りになるん

じゃないかなと思います。

【曲田】あとで行政サイドの話もいただきなが

ら、この一番遠いところをどうするか、市長さ

んにも語っていただきたいと思います。

　昨年 12 月に選定されてから、住民の方々の

要望を集約していますが、西澤さん、どんな具

合ですか。数から見ると、こんなに要求がいっ

ぱい出てくるのかと驚いていますが。

【西澤】今年度始まって、ゴールデンウィーク

明けくらいに、修理などのご希望ありませんか

ということで情報収集していたら、いろんなレ

ベルはあるんですけど修理の希望で手を挙げた

人だけで 16 件ありました。

【曲田】数の上で少なくはないですね。

【西澤】かなり多い。

【曲田】16 件というのは細かく言うとどんなこ

とがありますか？

【西澤】普通にお家を１軒直すということで言

えば、よその伝建地区で言うと、年に２～３件、

多くて３件とかだと思うんですけども、16 件

のうちで、ちょっと雨漏りを修理したいとか、

塀を直したいとか、そういったこともあるんで

すけども、お家を本当に修理したいというとこ

ろだけで 10 件ぐらいありました。それを全部
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話を聞いてると、業者さんも足りないし、建築

士さんも足りないし、お金も足りるのかという

問題も出てきます。どういう相談をして、工事

発注まで持っていくかっていうところで、時間

差は出てくると思うんですけども、どれを優先

という順番をつけるのも、悩ましい問題だなと

思っています。

【曲田】たくさんの要求が出てきていますが、

それに応えるために、次には物と人が要るわけ

ですよね。

　初期の段階からこういうふうに、具体的に一

つひとつが重なっていくと、こんなふうにでき

るのかと見えてくるわけですが、そういう要望

に答えるのに、技術者集団のことについて触れ

てみたいと思います。村上さん、修理修景する

のに、その担い手については、愛媛でも本当に

大変なんですけれども、他でどういう工夫があ

るのか、ご紹介いただけませんか。

【村上】ありがとうございます。今全国 129 伝

建地区があって、それぞれがやっぱり業者さん

や建築士の方が足りないと悩んでらっしゃる地

区も多くあります。かと思えば、すごく充実し

た体制で取り組まれているようなところもあっ

て、その中の多くの地区が、都道府県のヘリテー

ジマネージャーの研修を受けられた方が、設計

監理建築士として入られて、事業を進められて

います。

　とはいえですね、ヘリテージマネージャーの

講座を受けたからといって、すぐに１人前にな

れるというわけでもなくって、そういった修理

にたくさん関わりながら、これはこの岩松なら

ではの作り方だねとか、この痕跡は岩松でよく

見られるものだねってのは、やっぱり実績を重

ねていかないとわからないところでありますの

で、できるだけたくさんの修理に関わっていた

だく必要があるのかなと思います。

　他の地区では、保存会とまた別にですね、設

計士さんたちの勉強会を作って、普段から勉強

会をしたり他の地区の施設に行ったりされてい

るような事例もあります。建築士さんだけでは

なく、修理に関わる職人さん大工さんや、屋根

屋さん、左官屋さんなど、そういった方達も含

めながら勉強会を実施して、例えば重要文化財

の修理現場の近くであれば、その方たちで見学

に行ったり、国宝や重文修理に関わられる主任

技術者に講義をお願いして４日間ぐらいの演習

を市町村で開いているような事例もございま

す。今後も、宇和島市の課題としてはそういっ

た職人さんや建築士の人をどういうふうに一緒

に育てていくか、どういうふうに増やしていく

かというところかなというふうに思います。

【曲田】ありがとうございます。

　岩松だけの課題ではなくて、愛媛県、もう少

し広く言うと四国のそれぞれの地域で、伝統技

術をどういうふうに守るか、あるいは復活させ

るかという課題もありますね、なかなか大変で

すけど。建築士会や、地元の大工さんを交えて

の勉強会も必要になるかもしれません。

　西澤さん、周辺の技術者とか大工さんの何か

引き継ぎというか、交流みたいなことはどんな

ふうにやってますか。

【西澤】私の発表で少しお話をしたんですけど

も、重伝建選定前に建物の調査っていうのを愛

媛県建築士会さんにお願いをして、建築士会

宇和島支部を中心とした、ヘリテージマネー

ジャーの資格を持った建築士の皆さんに、岩松

地区の悉皆調査をやっていただきました。その

調査をしていただいたメンバーの方は、ある程

度岩松のことも分かるし、ヘリテージマネー

ジャーとして建築の勉強されているということ

で、修理がいっぱい相談があったときに、皆さ

んちょっと助けてくださいっていうことで協力

をお願いしています。あと小西本家の修理のと

きに、建築家協会さんのメンバーの方もご協力

いただいて、建築家協会さんのほうでも古い建

物を修理するための資格制度みたいなものが

あったりするので、そちらで資格を持たれてる

方とか、二本立てで相談できるような形にはし

て進めていこうかと思っているところです。

　実際に卯之町とか内子町で、修理とかに携

わった経験があるっていう方はなかなかそんな

に多くはないんですけども、そういった関わり

がある皆さんに協力していただいて経験を積ん

でいただこうかなという思いがあります。

【曲田】ありがとうございました。

　岩松の報告書が出てからの 10 数年の間、町

並みをどうにかしようという動きもあったわけ

で、そのひとつに色ガラスの家の修復がありま

した。

　ひょっとしますと修復される中で、それに関

わった建築士・ヘリテージマネージャーが繋

がって、技術交流なども芽生えているかもしれ
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ません。

　行ったり来たりして申し訳ありませんが、こ

こで岡原市長さんに少しお伺いします。平成

19 年に報告書が出て、それから 15 年ほど経つ

わけですけど、その間市町村合併など色々あっ

たのかもしれませんけど、その間の岩松なり、

重伝建に対する考え方みたいなことについて

は、市の行政の中でどう位置付けられてきたの

かお話いただけませんか。

【岡原】平成の大合併が平成 17 年８月１日です

ので、新宇和島市になってから、報告書が完成

しています。私の任期が平成 29 年からですの

で、この間の詳しい流れというのは、十分に承

知はしていませんが、宇和島市にはこの津島の

伝建地区だけではなく、多様な歴史文化がござ

います。

　三間には毛利家という、かつての庄屋屋敷を

守ろうという会がありまして、三間地区という

海のない農村文化の価値というものを残してい

きたいと思っていましたし、吉田におけるお練

りの文化の継承については、現在文化庁にしっ

かりと評価をしていただくという段階です。宇

和島では伊達博物館とかいろいろあります。

　三間の毛利家については、先日、ご当主がお

亡くなりになられた中で、その毛利家の建物自

体を市に対してご寄附をいただいたので、市の

ものとなりました。これらをどのように活用し

ていくのかということに力を入れていきたいと

思います。ここ岩松の伝建地区と一緒で、汗を

かいていかないといけない。そういった意味で

は、毛利家を守る会にも先ほど話をしたキーマ

ンがいらっしゃる。世代は先輩にあたりますが、

非常に熱意のある方々です。

　行政が何かやるということよりは、誰がキー

マンとしてやるかという方が、活動の質もいい

と思いますし、行政だけでやることでは、現代

の価値感の中ではもう対応できない部分がたく

さんあります。そういった活動の輪をどんどん

広げる中で、行政の役割というのがまた見えて

くるんだろうと私は思ってます。例えば何かし

らの補助かもしれませんが、そういった背中を

押すためにどのような形でできるか、しっかり

考えていかなきゃいけない課題と認識してます。

【曲田】ありがとうございます。

　市の方もいろいろキャッチして、後押しされ

ておられるということがよくわかりました。

　ここまで制度に関連する話をしてきたわけで

すけども、人の話が出ましたので、松岡さんに、

岩松のいいところと、それから人育てという意

味で、どんなことを考えていらっしゃるのか、

お話しいただきたい。それからこっち直したい、

あっち直したいっていうだけではなくて、そう

いうことを応援する、あるいは、空家を使って

何かをするということも含めて、人の輪を作ら

ないといけない。そういうことを先頭立ってな

さってるわけですけども、さらに広げていくと

したならば、何かご自身で考えていらっしゃる

ことはありますか。

【松岡】私の妄想が非常に大きくてですね、岩

松の町並みが、古いものを活かしながら、面白

い場所というか、もう本当に、先ほど言われて

ましたけど東京から一番来にくい場所ではあり

ますが、それでも来たいと思っていただけるよ

うな町にしたいなと思ってるんですけれども、

私も実は松山出身なので余所者です。

　余所者なので、普段住民の方が当たり前だっ

て思ってる景色が当たり前じゃなくて、カニが

家のシンクにいるとか、本当に当たり前に這っ

てるとこも信じられないことだと思うので、そ

の先生方もそうじゃないかなと思うんですけれ

ども、そういったそのカニの生態も何か聞くと

ころによると、かなりロマンを感じるというか、

それももちろんその自然に関してもそうなんで

すけれども、提案は私も拝見させていただきま

した。

　もちろんその人の人柄とか、町並みの面白さ、

風俗ですよね。歴史も、硬い歴史じゃなくて、

人が生活してきたっていう暮らしの中の風俗っ

ていうのを、掘り出してみたいっていうか、そ

こにきっと面白さがあるんじゃないかっていう

ことを、ハルモニのメンバーとも話しています。

　そのためには諸先輩方、住民の方もそうですし、

関係してきた方もそうなですけれども、余所者が

やっていく上には、やっぱりその諸先輩方のお話

ですとか経験ですとかを、アドバイスを聞きなが

ら、新しいというか、これからの町づくりってい

うのに挑んでいきたいと思ってます。

　あとは子供のことなんですけれども、ハルモ

ニのメンバーみんなお母さんで、ちっちゃい子

供がいるお母さんもいますし、もう成人してい

る子供たちのお母さんもいるんですけれども、

そのいろんな世代の子供たちに、良さを引き継
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いでいきたいっていうのは、一番にあって、内

子町が今の形になるのに 50 年ほどかかったっ

て聞いたんですけれども、私が 50 年経つと、

ちょっとこの世に居ないかも分からないので、

今一生懸命その子供たちに、良さというか先ほ

どのベンガラ塗りもそうなんですけれども、経

験してもらって、歴史的な、重要な建物があっ

て、そこに人がいて、その全部ひっくるめた良

さを子供たちに伝承していきたいなっていう思

いがすごく強くありますので、またそのあたり

も取り入れながら、人と人の繋がりを大事に、

岩松での町づくりに挑んでいきたいなと思って

ます。

【曲田】ありがとうございます。

　少子高齢化を払拭するのは厳しいですが、で

も、そうやって小さな繋がりでも、一つひとつ

繋げていけば、大きくなるということですよね。

　さて、ここでフロアに、内子町の方が来てお

られます。町並み保存の大先輩の芳我さんに、

感想でも結構ですし、あるいは何かエールでも

いいし、一言お願いしましょうか。

　紹介しますと、芳我さんは、内子町の町並み

保存会の会長さんでございます。

【内子町　芳我明彦】

　急なご依頼でちょっと戸惑っておりますけ

ど、内子町は先ほどご紹介いただいたように、

昭和 57 年町並保存地区に選定されてから 42 年

目になります。保存会の前身は少し前に出来て

おりました。

　保存地区選定の時点で既にもう新築になって

いた建物も何軒かございましたので、その家に

つきましては文化庁の村上さんがおっしゃいま

したように、「修景」すなわち町並みの雰囲気

に合うような工事を施して、景観を保っている

という状況でございます。

　町並の中で、昭和の新しい建物が建っていた

ところが現在工事中です。元は１軒の建物だっ

たのですが、その半分が昭和の建物になってお

りました。持ち主の方にご理解がありまして、

このほど昭和の建物を壊して雰囲気に合う建物

を新築することになっています。完成したら昔

の町並みの雰囲気がまた蘇るということになり

ます。このように、内子町では長い経験の中で

「町並みを保存していこう」という意識が皆さ

んの中に定着してきたのかなと考えています。

　岩松の方もこれからだと思います。今朝町並

みを見せていただきましたが、最初の仕事は伝

建物の修理でしょうか。早くしないともう危な

いんじゃないかなという伝建物もございまし

た。修理がある程度進みましたら、次の仕事は

比較的新しい建物の修景ですね。

　自分なりに感じていることですが、新しい建

物もいずれ建て替えの時期が来るだろうと思い

ます。その時には、町並保存の担当者と持ち主

の方が十分に協議されまして、町並みに合う建

物にしていくことをお勧めします。「新築する

んであれば、将来重要文化財になるような建物

を建てましょう」という話をどこかで聞いたこ

とがございます。重文になるかどうかは別とし

まして、町並保存の意識を次世代まで引き継ぎ、

建て替えの時には「町並みを作り直す」という

気概を持って雰囲気に合う建物を建てていかれ

ましたら、さらに素晴らしい伝建地区になるん

じゃないかと思いました。ありがとうございま

した。

【曲田】勝手にお願いしましてどうもすみませ

んでした。

　時間が押してきましたが、大切なことが残っ

ていました。東大グループが事前復興計画につ

いて、調査研究しまして報告したいということ

です。

　重伝建地区では、いろんな災害が今起こりつ

つありますよね。輪島の伝建でも大きな地震災

害です。そういうことも含めて重伝建では防災

計画を作成するようになっております。それに

類するかもしれませんので、ご報告いただきま

しょうか。

揺らぐ大地 揺るぎなき伝統

東京大学復興デザインスタジオ

【松谷】改めまして、私たちは東京大学大学院

で研究をしており、復興デザインスタジオとい

うもので、４月から西澤さん含む行政の方で

あったり、現地の住民の方からお話を伺いなが

ら、岩松で今後地震など大きな災害が来る前に、

町ベースでどういった防災について取り組みを

行っていけるかということを、建築系のチーム

５人で考えてきました。

　そこで考えてきたことを、発表させていただ

ければと思います。初めに、建築の専攻である

松谷から話させていただきます。

ʦˠࢿྉ集 1���ʧ
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　岩松はこれまでお話しいただいたように、重

伝建に選定されて、川港として栄えたり歴史が

あって自然豊かな町であるということで、その

中で、南海トラフ地震という今後予想されてい

る高い災害リスクのものに対して、津波であっ

たり、建物の倒壊や火災など、土砂災害まで想

定されている中で、どういったことができるか

ということを考えてきました。

　スライドにあるように、こういった災害リス

クが高い中で、重伝建として復興していく、災

害発生後に復興していくハードルがなかなか高

くて、地域として取り残されて孤立してしまう

可能性もあるのではないかといったリスクが想

定できます。工法の復元であったり、木造の住

宅が密集した地域の危険性とか、復興に関して

難しいことが起こるのではないか、そういった

部分と、建物の修理の時間であったり、人や材

や工法などの手配が難しくなっていくことなど

を含めて、どういったことができるかというと

ころで、今後考えていく一助になればなという

ふうに考えております。

　その中で、岩松らしい空間構造とコミュニ

ティー保存・再生を念頭に置いて、事前に復興

と復興復旧期に焦点を当てた提案を行います。

　私たちは建物の強化と、コミュニティーの強

化、それに加えて関係人口の創出という３点を、

方針として置かせていただきました。

　その中で、二つ提案としたいものがあります。

　拠点の新設や広場の整備に加えて、重伝建の

復興に対する新たな制度の策定といった部分の

提案になります。

　空間の提案といたしましては、観光の拠点と

防災の拠点として、様々な歴史的な建物や場所、

商店など、そういったものを活かすのに加えて、

防災拠点として、町の最大の津波が流れる場所

で、拠点との連続性を持った中で火災などが発

生した際に、そういった延焼を防ぐような広場

を加えて作っていくと良いのかなというふうに

考えております。

　敷地としては、この現在、中心部の空地と駐

車場となっている場所を活用するのがいいので

はないかというところで、私たちが考えたもの

としては伝統的な意匠などを利用しつつ、住民

の集会所であったり、観光の案内所であったり、

災害発生後の復興の中心となるような、情報発

信場所、センターといった機能を持たせたもの

を作っていくといいのかなというふうに考えま

した。

　その中で、住民の集会所であったり、町のい

ろんな商店などを紹介していくような場づくり

だったり、広報や、災害発生後にどういった修

繕を行うか、現在どのように補強を行うかを相

談できるスペースを、作る事ができれば良いの

かなというふうに考えております。

　こちらは詳細な図面になります。平時は会議

や、大工さん・専門家との相談場所であったり、

集会所や情報発信の場として利用しつつ、あと

は、広域に町の移動であったり、川向かいの地

区だったりへの、移動ができるようなモビリティ

の利用などもできればいいと考えております。

　復旧時、復旧復興時に、仮設住宅から岩松ま

で通う足になったり、住民同士の交流や情報交

換の場所であったりボランティアの拠点など、

そういった復興に関わるような場所になればと

考えております。

　広場としましては、ちょっと時間の都合もあり

ますので、簡単にご説明になりますが、町の中庭

としての公園で休憩であったり、町の祭りであっ

たり、先ほどもお話があったような伝統工法の製

作体験などのイベントができるようなスペースが

いいのではないかなと考えております。

　もし災害が発生した場合は、現在、狭い道と

なっているような地域を利用することによっ

て、建物の倒壊によって、道が閉塞してしまうっ

ていうのを防いだ中で、高台に避難ができる動

線を作れたらというふうに考えております。

【東城】続きまして制度提案について東城が発

表させていただきます。

　文化庁の方や市長さんがいらっしゃる中で大

変恐縮なんですけど、６つ挙げさせていただい
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て、時間がありませんので３つ代表的なものを

紹介させていただきます。

　一つ目が共通空家バンクの運営です。全国的

に重伝建で空家が増えていると思うんですけ

ど、やはり伝建地区の古い建物に住みたいとか、

あとお店にしたいって方は結構いると思うの

で。ただ、どこの重伝建がどんな人にマッチし

ているか、これが分からない方が多いと思うの

で、そういった方々と空家を貸したい方のマッ

チングを行うような空家バンク、こういったも

のをつくればいいのかなと思います。

　二つ目が重伝建基金の設立なんですけど、基

金といいますとやはり資金源が必要だと思うん

ですけど、伝統的建造物に宿泊する方って、建

築の価値を認めてそうだと思うんです。なので

宿泊税で多分 500 円ぐらいすると普通の宿泊施

設ですと高いと思うんですけど、重伝建の伝統

的建造物に泊まる方で 500 円出せる方って結構

いると思うので、そういったものを活用して基

金にして、災害救助事業ですとか事前復興事業

に充てられたらなと思います。

　もう一つは、現地再建をする際に複数件がま

とめて復旧したいというときに補助金の増額を

行うと、連続的な町並みの維持に繋がるのかな

というふうに考えております。

　復興へのロードマップはいろいろあるんです

けど、あまり時間がないので少し省略させてい

ただきます。

　ツアーを本日午前中に実施しまして、景観建

築面と防災面の気づきについてあげさせていた

だきます。アンケートを回答いただきまして、

建築や景観面ではやはり和風建築といった建築

がいい雰囲気という意見ですとか、防災面だと

やはり使える道路が限られるとか、様々なリス

クがあるというような意見があげられました。

　以上で発表を終わります。ありがとうござい

ました。

　あとは後方の方に、小中学生と同じようにの

パネルであったり模型の展示もしておりますの

で、詳しくお話伺いたい方がいらっしゃれば、

後程聞いていただければと思います。ありがと

うございました。

【曲田】ありがとうございました。時間がない

中で、申し訳ございませんでした。

　これについては、防災計画を作るときの参考資

料になると思いますので、またご協力ください。

　時間が少なくなりました。そろそろ最終コー

ナーなんですが、後藤先生、何か補うことがあ

りましたら一言お願いします。そのあと、岡原

市長さんに全体まとめていただいて、最後、村

上調査官に総括をお願いいたします。

【後藤】そうですね、今後、岩松がやらなきゃな

らないこともたくさんあるし、問題山積みなん

だけど、逆の言い方をすると、やりがいがある

ことがいっぱい転がってるという、今日の私の

言い方で言うとそういうことだなと思ってます。

　例えば今回、高校生の諸君がベンガラ塗り体

験をやってくれてるんですけども、ああいう、

高校生の力を借りてできることって他にもあっ

て、例えば辞めた店舗とかってどうしても片づ

いてなくて、物がいっぱい置いてあるんだけど、

それ片付けてさらの状態にすると、すごくいい

空間に生まれ変わって、お掃除は保存の始ま

りっていうことで、掃除のプロジェクトをやる

だけで結構使える資産に見えてくるっていうの

があると思います。あと、建築士さんに指導し

てもらいながら、高校生で絵の書けるような子

がいれば、簡単なビフォーアフターの、ちょっ

と手を加えると良くなるというような絵を描い

てもらう。オーナーさんの了解が要るんだけど。

実際にそういうのをやると、高校生が参加して

もらわなかったんですけど、長野の戸隠では、

建築士さんにそういうビフォーアフターを描い
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てもらったら、本当にすぐ次の年、自費でやっ

てくれる人が出たりしたっていう例もある。

　ビフォーアフターはこんな感じですね。花を

活けてパネル設置して照明採ってるだけ。これ

高校生でもすぐ出来て、すごく良くなる。こち

らは並べ方変えて緋毛氈みたいなの敷いて。

　これ見てください。おおって感じがするで

しょ。

　いや、これ実はね、そんなにお金かからない

んですよ。実はこれ外壁を全部木製にしてるだ

け、トタンを木目にしてるだけなので、実際

だとこんな感じです。金属版を木板に変えて、

シャッターの色を少し合わせて、花壇を作るっ

ていうぐらいなんで、そんなにお金かからなく

て、伝建の初歩的な補助金でできちゃう話なの

で、こんなふうにしてできるところが町の中に

たくさんあるよねって探して絵書いていくだけ

でも夢も広がるし、みんなの共通の方向性みた

いなのも見えるので。大変なのを探しちゃうと

大変なんだけど。

　そういう意味では、さっきの阿部邸の裏側な

んか、こういうものに向いていて、あそこが裏

から使えるようになると、ものすごい夢は広が

るんじゃないかなと思います。

【曲田】良い実例を見せていただきました。

　無理にお金かけなくても、いろんなことがで

きそうだということですね。

　いろんなお話が出ましたけれども、市として

こういうことについて考えているあるいは支援

したい、何でも結構ですので、最後に市長さん、

まとめてお願いいたします。

【岡原】今日のお話で一番印象的だったのは、

後藤先生の「発想の転換」、まずそこが出発点

なんだろうということでした。難題だから足踏

みするんじゃなくて、それをどうクリアする

かっていうきっかけにするというところに感銘

を受けました。アカデミックにしっかり分析し

て、それらをどのように具現化していくのかと

いうのは、先生方のお力添えをいただくことと、

どのように地域の方々を巻き込んでいくのか、

それに対して市がどういうサポートができるか

ということに尽きるんだろうということを考え

ております。

　東大生の発表の中で伝建地区の中で空家の

マッチングとかは、伝統あるところで商売やり

たい方々へどう周知をしていくのかという点

で、非常に効果的だと思います。

　商売したいけど、それを単独でスタートする

のかという意味では、先日宇和島市起業セミ

ナーという催しで、今一番元気なまちづくりし

てる、香川県の三豊市という町の話を聞きまし

た。ここはもう地域が一体となって足りないも

のを自分たちで作っていこうという、見るだけ

でワクワクする活動をされている地区で、私が

現地で見せていただいたものを、宇和島市民に

もぜひ見て欲しいということで、起業セミナー

という仕事を起こしていきたい人向けの催しで

お話しいただきました。

　岩松でも、何かしたいでもどうしたらいいの

かなという方々に、単独でやるのではなく地域

全体で押し上げていく仕組み、勉強会等のソフ

トをどのように進めていくのかというところ

を、市としてどのように関われるかというこ

とを感じていました。それがこの岩松地区で

フィットする話なのかなということを感じてい

ました。これから、ハードの部分ソフトの部分

の支援などで、やれることはしっかりやってい

きたいと、感じた次第でございます。こういっ

た機会をいただきまして本当にありがとうござ

いました。

【曲田】ありがとうございました。

　今日のパネルディスカッションのテーマは

「岩松のこれから」なんです。岩松もこれから

が重要であるということでいろいろ考えてやっ
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ていきたい、そういうことを仰っていただきま

した。ありがとうございました。

　それでは沢山の話題が飛び交いましたけれど

も、これをまとめるには文化庁調査官の村上さ

んしかおりませんので、最後、10 分程ござい

ますのでお願いいたします。

【村上】ありがとうございます。ちょっと荷が

重いところもございますけれども、今日はいろ

んなお話を聞かせていただいて本当にありがと

うございました。

　いろんなお話伺って、本当にこれから頑張り

たいという方々が行政にも民間にもいらっしゃ

るというのが、岩松が今選定されてこれから頑

張っていくにあたって一番大事なところだなと

私自身感じたところです。

　三点お話したいと思うんですが、まず行政サ

イドの話、そして民間サイドの話、そして最後

に、今日も小学校や中学校、津島分校や東大の

グループのお話をいただきましたので、学校関

係の話というふうにまとめていきたいなと思い

ます。

　まず行政サイドのお話はですね、西澤さんの

方からも、来年事業やりたいところありますか

とお伺いされたところ、たくさんの修理要望が

出てきているというふうに聞いていて、とても

喜ばしいことだなと思っています。

　そういった修理の機会に、もちろん皆さんの

おうちの居住環境を、雨漏りをしているとか、

そういったところを改善するってのはもちろん

のことですけれども、それに合わせてぜひ表構

えの修理を進めていっていただけるとですね、

町並みの連続性が生まれてきてさらに魅力的な

ところになっていくかと思いますので、もちろ

んコストとの相談もあると思うんですが、でき

るところから進めていかれるといいのかなと思

いました。

　先ほど後藤先生の方から、修理前に建築士さ

んがパースを書かれて、修理したらこんなに良

くなるよというような絵を書かれると、モチ

ベーションが湧きやすいというようなお話も

あったんですが、その修理が終わった後ですね、

もし所有者さんの了解がとれるのであれば、こ

ういうふうに良くなりましたっていうような見

学会を開いていただければ、またそれも周りの

住民の方のモチベーションになるのかなと聞い

て感じたところです。

　福井県の小浜市小浜西組伝建地区の保存会で

は保存会の中に幾つかの部局を設けておりまし

て、その中に、まちづくり部局、防災部局など、

いろいろあるんですが、そのまちづくり部局の

中で、できた後の見学会を主導しています。

　先ほど職人さんや設計士の方たちの育成も大

事だよというようなお話があって、それもこれ

からの課題かなと思うんですが、すでに行政と

して頑張っていらっしゃる点というところで

は、宇和島市さんにも、建築士を文化財の方で

配置をしていらっしゃいますし、文化財的なと

ころが分かる職員の方がいらっしゃるというの

は、文化庁としてもとても安心して任せられる

ところかなと思っています。

　それと同時にですね、愛媛県の方にも建築職

の方が配置されているというのは、全国的に見

ても、本来であれば、どこもそうであればいい

なと私ども思ってるんですが、なかなかそうも

いきませんで、かなり宇和島市さん、愛媛県さ

ん恵まれているところかなと思うので、ぜひ所

有者さんの皆さんも安心して修理に取り組んで

いただきたいなと思いました。

　あとですね、北山先生の方から、修理ガイド

ラインを作っていくにあたって調査いただいて

るようなお話がございました。おっしゃる通り

で、一つひとつの建築の歴史が明らかになって

いくことというのが大事なことで、その積み重

ねをブラッシュアップしていくっていうところ

が大事なんだなというふうに私自身思っている

ところです。

　そういった一つひとつの調査結果をまとめて

ガイドラインを作って、それを何に使っていく

かというと、先ほど内子町の芳我さんの方から

もお話をいただいたんですが、修景なんですね。

新しい建物を、古い建物に調和させるような形

で直していく、その修景をするときに、この岩

松の町並みの特徴というのはこういうところに

あるので、これを参考にしましょうっていうよ

うなガイドラインができると思います。ぜひ皆

さんもご一緒に岩松の特徴というのはこういう

ところかなっていうのを見ていただけるといい

のかなと思いました。

　長くなりそうなので次に行きますけれども、

民間の取り組みとして松岡さんからいろいろお

話いただいて、本当に私が選定にあたって来て

いたときからさらにですね、面白い取り組みが
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進んでいるというところに、びっくりをしたと

ともに、これからすごく楽しみだなあと思いま

した。地域の当たり前が当たり前でないという

のは、まさにその通りで、地域の当たり前が愛

媛県にとっての当たり前じゃない。それは、日

本全国的に見たらもっと珍しいことで、さらに

世界から見ると、もうどれだけ珍しいことかっ

ていうことかなと思っています。

　ちょっと余談ですが、今日私がしてる真珠も、

選定にあたって来たときにですね、そんな高い

ものじゃないんですけど、宇和島市内のホテル

で記念に買ったものなんです。通常から気に

入って着けておりますけれども、京都のカフェ

で隣に座っていた海外からの観光客の方が、あ

なたそれどこで買ったのと聞かれましてです

ね、私、愛媛県の宇和島ってとこだっていう話

をしたんですが、その方は、ドバイから来られ

た親子でした。

　まず真珠が珍しい、欲しいなと思えるという

ようなポテンシャルがあり、世界から見ると珍

しいものっていうのは、地域にいろんなものが

あると思いました。

　これまで守られてきたいろんな文化を引き継

いでいくっていうのはもちろんですけれども、

ボジョレーヌーボーのイベントのように、これ

から行われていくイベントも人気になって、こ

れが 10 年 20 年そして、もしかしたら 50 年続

いたら、それがまた文化財というか、地域の伝

統的なイベントになっていくのかもしれないな

と思ったところです。

　そして最後に、今日とてもうれしかったのが、

岩松小学校と津島中学校、宇和島東高校津島分

校の発表。これはですね、本当にうれしく拝見

させていただいて、すごく皆さん真摯に調べて

いただいて、もう文化財調査官ジュニアみたい

だなと思って、すごく嬉しく感じました。こう

やって若い世代の方に引き継いでいただけると

いうのが、何よりも大事なことだなと思ってい

ます。

　また東大の先ほどのグループの方からはです

ね、建物の強化、コミュニティの強化、関係人

口の創出というところを切り口にですね、いろ

んなご提案をいただいて、本当に災害に対する

リスクというのは、もう、日本全国どこに住ん

でいても考えなきゃいけないことだなと思って

います。１月にですね、能登半島地震がありま

したけれども、その時もですね、2 年前に地区

の防災計画を立てておりました。本当にひどい

被害を黒島地区受けているんですが、その２年

前に立てた防災計画の中で、住民の方たちが避

難訓練をしっかり行われていて、今回の地震の

際にも、１回目の地震のときに皆さん、避難場

所に避難をされて、点呼をして、足りない方が

１人居て、その方を助けに行って、全員が怪我

なく助かったと聞いておりますので、ぜひ、防

災についても、皆さん身近に検討していただけ

れば、嬉しいなというふうに思っています。

　ちょっと長くなったんですけれども、今日の

話を全体的にざっくりまとめると、ここに住む

のが楽しそうだなと思っていただけるような町

づくりをしていけるといいのかなと思いまし

て、最初に私からも申し上げた通り、古い建物

を残していくってのはもちろんですけれども、

伝建制度というのは町づくり制度で、今これか

らの皆さんの手にかかっているところかなと思

います。

　うまくこの伝建制度を使いこなしながら、い

ろんな補助金を使って、皆さんの大好きな町並

みをこれからどんどん魅力的にしていっていた

だけるといいかなと思いました。私からの総括

は以上です。

【曲田】今日の長いディスカッションをとても上

手くまとめていただきまして、ありがとうござ

いました。おまけにちゃんと、気づかいの真珠

のネックレスも着装いただき感謝申し上げます。

　それから会場の皆様も長時間ありがとうござ

いました。また内子町の芳我様には、急なご指

名で申し訳ございませんでした。

　それではフロアのパネリストの皆様に拍手で

もってお礼を申し上げたいと思います。

（拍手）

　以上をもちましてパネルディスカッション

「岩松のこれから」を終了いたします。

　どうも皆様ありがとうございました。
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公益財団法人宇和島伊達文化保存会蔵

公益財団法人宇和島伊達文化保存会蔵
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基
調
講
演
｜
岩
松
の
こ
れ
か
ら
と
伝
建
制
度
　
後
藤
治﹇
工
学
院
大
学
理
事
長
﹈

事
例
報
告
｜
岩
松
の
町
並
み
の
あ
ら
ま
し
　
西
澤
昌
平﹇
宇
和
島
市
教
育
委
員
会
﹈

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｜
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
曲
田
清
維
　
パ
ネ
リ
ス
ト
／
宇
和
島
市
長
岡
原
文
彰
、

文
化
庁
文
化
財
第
二
課
文
化
財
調
査
官
村
上
玲
奈
、
高
知
高
専
准
教
授
北
山
め
ぐ
み
、
報
告
者
ほ
か

令
和
６
年
12
月
１
日
13
時
〜
16
時

岩
松
公
民
館
２
階
ホ
ー
ル
申
込
不
要

入
場
無
料

シンポジウムνϥシ シンポジウムポελʔ
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